
プログラム

時　　間 内　　　　　容

13:00 ～ 13:30

◆開会式 ラピータ

①主催者歓迎挨拶　中核市市長会会長(奈良市長)

②開催市歓迎挨拶　いわき市長

③来賓祝辞　◇総務省自治行政局市町村課長

　　　　　　 ◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会世話役会長

　　　　　　 ◇福島県知事

④講師・来賓紹介
　〔講　師〕　東京大学名誉教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神　野　直　彦　様

　〔来　賓〕　◇総務省自治行政局市町村課長　　　　　　　　　　　　　　　小　川　康　則　様

　　　　　　◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会　          衛　藤　征士郎　様

　　　　　　◇福島県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　堀　雅　雄　様

　　　　　　◇全国施行時特例市市長会会長　　　　　　　　　　　　　　　服　部　信　明　様

　　　　　　◇中核市議会議長会副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　山　内　弘　一　様

　　　　　　◇指定都市市長会事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　猛　史  様

　　　　　　◇いわき市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　波　　　健　様

⑤コーディネーター紹介
　減災と男女共同参画　研修推進センター　共同代表　　　　　　　　　　　浅　野　幸　子　様

　一般財団法人女性労働協会　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　ＤＭＯ推進機構　代表理事　事業構想大学院大学　客員教授　　　　　　　大　社　　　充　様

⑥新規加入市挨拶　　◇呉市長　　◇佐世保市長

13:35 ～ 14:15
◆基調講演 ラピータ

　演題　『中核市に期待する』　講師　東京大学名誉教授              　神　野　直　彦　様

14:30 ～ 16:40

◆分科会 ラピータ 桃山① 桃山②

　▼第１分科会 桃山①

　　『地域住民を主体とした防災活動について』　コーディネーター　　浅　野　幸　子　様

　▼第２分科会 桃山②

　　『女性活躍の推進について』　コーディネーター　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　▼第３分科会 ラピータ

　　『地域振興に貢献する観光産業について』　コーディネーター　　　 大　社　　　充　様

16:50 ～ 17:45

◆全体会議・閉会式 ラピータ

①各コーディネーターによる各分科会の報告等

②サミット宣言(宣言文起草、提示、採択、宣言)

③次回開催市挨拶　次回開催市市長(鹿児島市副市長)

④閉会挨拶　中核市市長会副会長(倉敷市長)
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創りたい　ゆたかな明日、伝えたい　誇れるいわき。

いわき市
I w a k i Ｃ ｉｔｙ

主催　中核市市長会・いわき市
後援　総務省・福島県・全国市長会・全国市議会議長会・中核市議会議長会

お問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
中核市市長会いわき市サミット開催事務局（いわき市総合政策部政策企画課内）
〒970-8686　福島県いわき市平字梅本21番地
TEL:0246-22-7410　FAX:0246-24-4300　メール　summit_iwaki@city.iwaki.fukushima.jp

ごあいさつ

　東日本大震災より5年半、甚大な

被害が生じながらも着実な復興を

歩まれ、市制施行50周年を迎えら

れる記念すべき年に、いわき市に

おいて、21回目の中核市サミットを

開催できますことを、心から光栄に

思います。

　日本全国で少子高齢化・人口

減少という重大な課題を抱える

中、地域の核たる中核市に期待さ

れる役割は極めて重要と認識して

います。

　この中核市サミットを通じて、人

口減少の克服と地域活性化の諸

施策について議論を深め、中核市

の活動と成果を全国に発信するこ

とで、未来を切り拓く中核市の力

を全国にアピールしたいと考えて

います。

　最後に、開催にあたり、いわき市

長、いわき市役所職員の皆様をは

じめ、関係各位の多大な御尽力に

感謝いたしますとともに、今後も地

方分権・地方創生の推進に取り組

んでまいりますので、御協力賜りま

すようお願い申し上げます。

奈良市長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

［中核市市長会会長］

　「中核市サミット2016inいわき」

が福島の地で開催されますことを

お喜び申し上げますとともに、全国

各地からお集まりの皆様を心より

歓迎いたします。

　また、東日本大震災以降、様々な

御支援をいただいておりますこと

に深く感謝を申し上げます。

　本年6月に閣議決定された「ニッ

ポン一億総活躍プラン」において、

少子高齢化・人口減少に立ち向い、

一億総活躍社会を実現するために

は、多様な生活課題について住民

参画の下に広く地域の中で受け止

める共助の取組を進めることが期

待されております。

　このような中、地域の牽引役を

担う中核市の市長が一堂に会さ

れ、人口減少の克服と地域活性化

の諸施策について議論を深められ

ることは、誠に意義深いことであり

ます。

　本日のサミットが、中核市の更な

る発展と一億総活躍社会の実現

につながる実り多いものとなりま

すよう御祈念申し上げます。

福島県知事

内堀　雅雄
（うちぼり　まさお）

［開催県知事］

　アロハ！

　「フラガールが生まれた街」

いわき市へようこそお越しください

ました。

　皆様から多大な御支援を賜り、

本市は東日本大震災からの復興を

着実に進めておりますが、市制

施行50周年の節目を迎える今年、

本市において「中核市サミット2016

inいわき」を開催できますことは誠

に光栄であり、心から感謝申し上げ

ます。

　少子高齢化・人口減少が急速に

進む中で地域の活力を維持してい

くためには、身近な暮らしの場に

おいて、市民をはじめ、企業、各種

団体など様々な主体の可能性を引

き出し、互いに連携しながら相乗

効果を生む社会の構築に、地方分

権の先導役である我々中核市が積

極的に取り組んでいく必要があり

ますので、本サミットでは、これらの

諸施策について議論を深め、全国

に発信することにより、地方創生の

推進に寄与して参りたいと存じて

おります。　

いわき市長

清水　敏男
（しみず　としお）

［開催市市長］
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共に創る未来へ
～中核市から切り拓く“この国のかたち”～

［久之浜・大久地区］
波立海岸
［久之浜・大久地区］
波立海岸

［三和地区］
ぶな石
［三和地区］
ぶな石

［内郷地区］
国宝白水阿弥陀堂
［内郷地区］
国宝白水阿弥陀堂

［平地区］
いわき駅前再開発ビル「ラトブ」
［平地区］
いわき駅前再開発ビル「ラトブ」

［田人地区］
石割桜
［田人地区］
石割桜

［勿来地区］
勿来海水浴場
［勿来地区］
勿来海水浴場

［小名浜地区］
アクアマリンふくしま
［小名浜地区］
アクアマリンふくしま

［遠野地区］
金澤翔子美術館
［遠野地区］
金澤翔子美術館

［好間地区］
いわき好間中核工業団地
［好間地区］
いわき好間中核工業団地

［小川地区］
いわき市立草野心平記念文学館
［小川地区］
いわき市立草野心平記念文学館

［川前地区］
ＪＲ磐越東線
［川前地区］
ＪＲ磐越東線

［四倉地区］
とまとランドいわき
［四倉地区］
とまとランドいわき

［常磐地区］
スパリゾートハワイアンズ
［常磐地区］
スパリゾートハワイアンズ

プログラム

中核市市長会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
■函 館 市 ■旭 川 市 ■青 森 市 ■盛 岡 市 ■秋 田 市 ■郡 山 市 ■いわき市 ■宇都宮市 ■前 橋 市 ■高 崎 市
■川 越 市 ■越 谷 市 ■船 橋 市 ■柏　　市 ■八王子市 ■横須賀市 ■富 山 市 ■金 沢 市 ■長 野 市 ■岐 阜 市
■豊 橋 市 ■岡 崎 市 ■豊 田 市 ■大 津 市 ■豊 中 市 ■高 槻 市 ■枚 方 市 ■東大阪市 ■姫 路 市 ■尼 崎 市
■西 宮 市 ■奈 良 市 ■和歌山市 ■倉 敷 市 ■呉　　市　 ■福 山 市 ■下 関 市 ■高 松 市 ■松 山 市 ■高 知 市
■久留米市 ■長 崎 市 ■佐世保市 ■大 分 市 ■宮 崎 市 ■鹿児島市 ■那 覇 市

CHUKAKU-SHI SUMMIT 2016 IN IWAKI
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アクアマリンふくしま
［小名浜地区］
アクアマリンふくしま

［遠野地区］
金澤翔子美術館
［遠野地区］
金澤翔子美術館

［好間地区］
いわき好間中核工業団地
［好間地区］
いわき好間中核工業団地

［小川地区］
いわき市立草野心平記念文学館
［小川地区］
いわき市立草野心平記念文学館

［川前地区］
ＪＲ磐越東線
［川前地区］
ＪＲ磐越東線

［四倉地区］
とまとランドいわき
［四倉地区］
とまとランドいわき

［常磐地区］
スパリゾートハワイアンズ
［常磐地区］
スパリゾートハワイアンズ

プログラム

中核市市長会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
■函 館 市 ■旭 川 市 ■青 森 市 ■盛 岡 市 ■秋 田 市 ■郡 山 市 ■いわき市 ■宇都宮市 ■前 橋 市 ■高 崎 市
■川 越 市 ■越 谷 市 ■船 橋 市 ■柏　　市 ■八王子市 ■横須賀市 ■富 山 市 ■金 沢 市 ■長 野 市 ■岐 阜 市
■豊 橋 市 ■岡 崎 市 ■豊 田 市 ■大 津 市 ■豊 中 市 ■高 槻 市 ■枚 方 市 ■東大阪市 ■姫 路 市 ■尼 崎 市
■西 宮 市 ■奈 良 市 ■和歌山市 ■倉 敷 市 ■呉　　市　 ■福 山 市 ■下 関 市 ■高 松 市 ■松 山 市 ■高 知 市
■久留米市 ■長 崎 市 ■佐世保市 ■大 分 市 ■宮 崎 市 ■鹿児島市 ■那 覇 市
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中核市市長会　市長プロフィール

講師・コーディネータープロフィール

〈講　師〉  神 野   直 彦 氏
東京大学　名誉教授

　東京大学卒業後、日産自動車株式会社に入社。その後、大阪市立大学経済学部助教授、東京大学経済学部助教授、同
教授を経て、東京大学大学院経済学研究科教授、関西学院大学教授を歴任。2009年から現職。
　また、社会保障審議会年金部会部会長、地方分権有識者会議座長、地方財政審議会会長など多数の審議会等委員を
務める。
　著書に『「分かち合い」の経済学』『税金常識のウソ』など多数。

減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表

　東京都出身。阪神・淡路大震災でNGOスタッフとして４年
間支援活動後、（財）消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協
議会で働きながら、法政大学大学院政策科学専攻修士課程修
了。現在、現職のほか、早稲田大学地域社会と危機管理研究所招
聘研究員、専修大学非常勤講師。内閣府の避難所運営ガイドラ
イン（平成28年4月）の策定委員など、国・自治体の防災政策
にも関わってきた。

　東日本大震災以降、自助、共助及び公助があわさって初めて大規
模広域災害後の災害対策がうまく働くことが強く認識され、市町
村内の一定の地区の居住者及び事業者（地区居住者等）が行う自発
的な防災活動に関する地区防災計画制度が新たに創設されるな
ど、地区住民の自主的な活動が求められている。
　一方で、地区や自主防災組織の運営や活動において、高齢化や昼
間の活動要員の不足、活動に対する住民意識の不足などの課題も
指摘されていることから、これらの課題を解消し、地域の様々な団
体等と連携し、地域における防災力が一層向上する方策等につい
て検討を行う。

第1分科会 地域住民を主体とした防災活動について

基 調 講 演 中核市に期待する

　人口減少、少子高齢化の進行により、活力ある社会を持続するた
めには、これまで以上に女性の活躍が求められている。国において
も自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性の
個性と能力が十分に発揮されることが一層重要であることから、
女性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力ある社会の実
現を図ることを目的として、平成27年８月に「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が成立し、平成
28年４月より完全施行されたところである。
　このような動きを踏まえ、中核市が果たすべき、女性の活躍でき
る社会づくりに寄与する方策などについて検討を行う。

第2分科会 女性活躍の推進について

　訪日外国人旅行者数については、ビザ緩和や免税制度の拡充など
の大胆な改革に取り組んできた結果、平成27年度には年間2,000
万人を突破し、今年度についても各月の過去最高記録を更新し続け
ている。
　この結果を受け、国においては、新たに2020年の訪日外国人旅
行者数4,000万人といった目標のほか、観光が「地方創生」の切り
札であるとの認識に立ち、2020年の地方部での外国人延べ宿泊者
数7,000万泊などの高い目標を掲げ、各地の多様な観光資源を磨
き上げ、国際競争力のある生産性の高い観光産業へ変革し、すべて
の旅行者が「旅の喜び」を実感できるような社会を築いていくため、
さまざまな施策を講じている。
　そこで、これらの目標を達成するために、地域の核となる中核市
としてできる施策などについて議論を行う。

第3分科会 地域振興に貢献する観光産業について

浅 野 　 幸 子 氏

一般財団法人女性労働協会 会長

　茨城県生まれ。日本経済新聞編集局次長兼文化部長、編集委
員、論説委員等を経て、平成17年から実践女子大学人間社会学
部教授。平成27年４月から現職。
　内閣府男女共同参画会議議員、東京都女性活躍推進会議会長
等を兼務。平成23年から28年3月まで内閣府監視専門調査会
会長。第4次男女共同参画基本計画の計画策定専門調査会会長
を務めた。

鹿 嶋 　  敬 氏

DMO推進機構　代表理事
事業構想大学院大学　客員教授

　1961年生まれ。京都大学在学時、アメリカンフットボール部
QBとして京大初の全国制覇に貢献。松下政経塾入塾後、エル
ダーホステル協会の創設に参画。現在、NPO法人グローバルキャ
ンパス理事長。このほか、国土交通省「成長戦略会議」、経済産業省
「産業構造審議会」、内閣官房「まち・ひと・しごと創生会議」等の委
員を務める。
　著書に『体験交流型ツーリズムの手法』『奇跡のプレイボール～
元兵士たちの日米野球～』『地域プラットフォームによる観光ま
ちづくり』など多数。

大 社 　  充 氏

函 館 市 長

工藤　壽樹
（くどう　としき）

1949年生まれ。北海道出身。73年早稲田
大学第一法学部卒業。73年亀田市（現函
館市）勤務。99年財務部長、03年企画部
長を経て、06年助役。11年4月から現職
（現在2期目）。13年5月から北海道市長
会理事に就任。

下 関 市 長

中尾　友昭
（なかお　ともあき）

1949年生まれ。下関市出身。79年中央大
学法学部卒業、01年東亜大学大学院総
合学術修了。68年下関唐戸魚市場㈱入
社、90年取締役就任。99年下関市議会議
員、03年山口県議会議員などを経て、09
年3月から現職（現在2期目）。

豊 中 市 長

淺利　敬一郎
（あさり　けいいちろう）

1945年生まれ。69年大阪教育大学卒業。同
年寝屋川市立中学校教諭として勤務。大阪
府教育委員会事務局義務教育課長、同教育
振興室副理事などを経て、00年、豊中市教
育委員会教育長に就任。06年5月から現職
（現在3期目）。現在、大阪府国民健康保険団
体連合会理事長。

船 橋 市 長

松戸　徹
（まつど　とおる）

1954年生まれ。八千代市出身。東京理科

大学理学部物理学科卒業。78年船橋市

勤務。02年秘書課長、07年市長公室長を

経て、09年10月副市長就任。13年7月か

ら現職（現在1期目）。

盛 岡 市 長

谷藤　裕明
（たにふじ　ひろあき）

1950年生まれ。盛岡市出身。78年早稲田
大学教育学部卒業。78年有限会社橋市倉
庫専務取締役。91年岩手県議会議員当選
（3期12年）。01年岩手県議会議長。03年
から現職（現在4期目）。現在、全国市長会
副会長、岩手県市長会会長。

高 知 市 長

岡﨑　誠也
（おかざき　せいや）

1953年生まれ。高知県出身。75年青山学院
大学経済学部卒業。同年、高知市勤務。03
年4月産業振興部副部長兼産業政策課長。
03年11月から現職（現在4期目）。現在、全
国市長会副会長・相談役・国民健康保険対
策特別委員長、高知県市長会会長、国民健
康保険中央会会長。

東 大 阪 市 長

野田　義和
（のだ　よしかず）

1957年生まれ。東大阪市出身。75年大阪

府立花園高等学校卒業。87年東大阪市議

会議員（5期）。07年10月から現職（現在3

期目）。現在、近畿市長会会長、大阪府後

期高齢者医療広域連合長。

横 須 賀 市 長

吉田　雄人
（よしだ　ゆうと）

1975年12月3日生、いて座のA型、干支は卯。1994年、神
奈川県立横須賀高等学校を卒業。1999年、早稲田大学
政経学部政治学科を卒業。同年、イギリス・ロンドン短
期留学（約3カ月）。2002年、アクセンチュア株式会社を
退社。2003年、横須賀市議会議員選挙において初当選。
2006年、早稲田大学大学院政治研究科（地方自治行政）
を卒業。2007年、横須賀市議会議員選挙において再選。
2009年、横須賀市長に初当選。第35代横須賀市長とな
る。2013年、再選。現在、第36代横須賀市長。無所属。
中核市市長会副会長

青 森 市 長

鹿内　博
（しかない　ひろし）

1948年生まれ。青森市出身。67年青森県立
青森高等学校卒業。68年青森県新生活協
議会勤務。82年青森市議会議員（3期9年）。
91年青森県議会議員（5期18年）。09年4月
から現職（現在2期目）。現在、青森県市長
会会長、全国雪対策連絡協議会会長。
中核市市長会副会長

松 山 市 長

野志　克仁
（のし　かつひと）

1967年生まれ。松山市出身。90年岡山大
学経済学部卒業。同年南海放送㈱にア
ナウンサーとして入社、アナウンス室マ
ネージャー（部長格）を経て、10年10月退
社。10年11月から現職（現在2期目）。現
在、全国市長会相談役。

枚 方 市 長

伏見　隆
（ふしみ　たかし）

1968年生まれ。枚方市出身。93年京都産

業大学経営学部卒業。同年極東貿易株式

会社入社。03年枚方市議会議員（2期）。11

年大阪府議会議員（1期）。15年9月から現

職（現在1期目）。

八 王 子 市 長

石森　孝志
（いしもり　たかゆき）

1957年生まれ。八王子市出身。80年明星

大学人文学部卒業。95年から八王子市議

会議員（3期）、05年から東京都議会議員

（2期）、12年1月から現職（現在2期目）。

旭 川 市 長

西川　将人
（にしかわ　まさひと）

1968年生まれ。旭川市出身。93年北海道
大学工学部卒業。同年日本航空株式会社
入社。99年退社。03年医療法人社団木々
の会理事就任。06年退任。06年11月から
現職（現在3期目）。現在、全国市長会相談
役。

高 松 市 長

大西　秀人
（おおにし　ひでと）

1959年生まれ。香川県出身。82年東京大学
法学部卒業。同年自治省入省。89年岐阜県
総務課長、95年自治省大臣官房総務課課長
補佐、同年北海道財政課長、06年総務省情
報通信政策局地域放送課長などを経て、07
年5月から現職（現在3期目）。現在、香川県
市長会会長、全国市長会社会文教委員会委
員長、日本都市センター理事長。

高 槻 市 長

濱田　剛史
（はまだ　たけし）

1964年生まれ。大阪府出身。87年大阪経
済法科大学法学部卒業。93年司法試験
合格。96年東京地方検察庁検事、大阪地
方検察庁検事などを経て、02年検事退
官。同年弁護士登録。11年5月から現職
（現在2期目）。

柏 市 長

秋山　浩保
（あきやま　ひろやす）

1968年生まれ。柏市出身。92年筑波大学第
三学群国際関係学類卒業。92年ベインアン
ドカンパニー入社。95年株式会社フォー
シーズ常務取締役就任。97年以降経営コン
サルタントとして、様々な会社の役員を歴
任。09年11月から現職（現在2期目）。現在、
柏レイソル後援会名誉会長。

中核市サミット中核市サミット2016inいわき
前 橋 市 長

山本　龍
（やまもと　りゅう）

1959年生まれ。草津町出身。85年早稲田

大学商学部卒業。95年から群馬県議会

議員（3期）、09年から群馬県議会議員（1

期）、12年2月から現職（現在2期目）。

中核市市長会監事

秋 田 市 長

穂積　志
（ほづみ　もとむ）

1957年生まれ。秋田市出身。82年成蹊大

学法学部卒業。87年秋田市議会議員当選

（1期）。95年秋田県議会議員当選（4期）。

09年4月から現職（現在2期目）。現在、全

国市長会相談役、秋田県市長会会長。

宮 崎 市 長

戸敷　正
（とじき　ただし）

1952年生まれ。宮崎市出身。74年宮崎県
立農業大学校指導学部卒業。同年旧佐
土原町役場に入庁。98年旧佐土原町長
（2期）を経て、10年2月から現職（現在2
期目）。現在、宮崎県市長会会長。
中核市市長会副会長

久 留 米 市 長

楢原　利則
（ならはら　としのり）

1948年生まれ。福岡県出身。71年西南学

院大学商学部卒業。同年久留米市勤務。

00年環境部長、03年総務部長、07年副

市長を経て、10年2月から現職（現在2期

目）。現在、福岡県市長会会長。

和 歌 山 市 長

尾花　正啓
（おばな　まさひろ）

1953年生まれ。和歌山県出身。80年東京
大学工学部卒業。同年和歌山県庁に入
庁。08年県土整備部道路局長、11年県土
整備部技監、12年県土整備部長を経て、
13年11月退職。14年8月から現職（現在
1期目）。

姫 路 市 長

石見　利勝
（いわみ　としかつ）

1941年生まれ。兵庫県出身。65年京都大学
理学部卒業。73年東京工業大学理工学研究
科博士課程を修了。77年東京工業大学助手
を経て、建設省建築研究所研究員。87年筑
波大学助教授。94年立命館大学教授。98年
同政策科学部長。03年4月から現職（現在4
期目）。

豊 橋 市 長

佐原　光一
（さはら　こういち）

1953年生まれ。豊橋市出身。76年東京大学工
学部航空学科卒業。同年運輸省（現国土交通
省）入省。86年外務省在ブラジル日本国大使
館一等書記官、02年国土交通省東北地方整備
局港湾空港部長、07年中部地方整備局副局長
などを経て、08年11月から現職（現在2期目）。
15年1月から東三河広域連合長。
中核市市長会顧問

富 山 市 長

森　雅志
（もり　まさし）

1952年生まれ。富山市出身。76年中央大

学法学部卒業。95年富山県議会議員、2期

を経て、02年1月から旧富山市長（1期）。

05年4月から現職（現在3期目）。現在、全

国市長会相談役、富山県市長会会長。

越 谷 市 長

高橋　努
（たかはし　つとむ）

1943年生まれ。越谷市出身。67年日本大

学法学部卒業。75年から越谷市議会議員

（6期）、98年から埼玉県議会議員（4期）。

09年11月から現職（現在2期目）。

宇 都 宮 市 長

佐藤　栄一
（さとう　えいいち）

1961年生まれ。宇都宮市出身。85年明治大
学法学部法律学科卒業。社団法人宇都宮青
年会議所理事長、社団法人日本青年会議所
副会頭などを経て、04年11月から現職（現
在3期目）。現在、内閣府子ども・子育て会議
委員、栃木県市長会会長。

大 分 市 長

佐藤　樹一郎
（さとう　きいちろう）

1957年生まれ。大分市出身。80年東京大学
経済学部卒業。同年通商産業省入省。95年
在サン･フランシスコ日本国総領事館領
事、06年中部経済産業局長、07年（独）経済
産業研究所副所長、09年中小企業庁次長、
10年日本貿易振興機構ニューヨーク事務
所長。12年JSR㈱を経て、15年4月から現職
（現在1期目）。現在、大分県市長会会長。

福 山 市 長

枝広　直幹
（えだひろ　なおき）

1955年生まれ。福山市出身。80年一橋大学経済学
部卒業後,同年大蔵省入省。83年外務省フィリピ
ン日本国大使館財務担当書記官,89年官房副長官
秘書官,98年石川県総務部長,03年主計局主計官
（国土交通省・環境省担当),09年中国財務局長,11
年内閣審議官（地域活性化統合事務局長代理),13
年近畿財務局長,14年株式会社ナベショー取締役
兼COOを経て,16年9月から現職（現在1期目）。

奈 良 市 長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

1976年生まれ。奈良県出身。98年立命館
大学経済学部卒業。同年国際石油開発
帝石株式会社入社。02年奈良NPOセン
ター職員。05年事務局長就任。09年7月
から現職（現在2期目）。
中核市市長会会長

大 津 市 長

越　直美
（こし　なおみ）

1975年生まれ。大津市出身。00年北海道大
学法学部卒業、司法試験合格。01年北海道
大学大学院法学研究科修士課程修了。02年
から弁護士として日米の法律事務所に勤
務。09年ハーバード大学ロースクール修
了。10年コロンビア大学ビジネススクー
ル客員研究員。12年1月から現職（現在2期
目）。中核市市長会監事

岐 阜 市 長

細江　茂光
（ほそえ　しげみつ）

1948年生まれ。岐阜市出身。71年京都大学
法学部卒業。同年三井物産株式会社に入
社。アメリカ（シアトル、ロサンゼルス）12
年間勤務、物資開発本部サービス事業開発
部長などを歴任。02年三井物産株式会社を
退社し、同年2月から現職（現在4期目）。現
在、全国市長会評議員・相談役、東海市長会
理事、岐阜県市長会常任理事。

川 越 市 長

川合　善明
（かわい　よしあき）

1950年生まれ。川越市出身。73年早稲
田大学政治経済学部卒業。77年東京教
育大学（現：筑波大学）文学部卒業。79年
弁護士登録。東京弁護士会副会長等を
経て、09年2月から現職（現在2期目）。現
在、埼玉県市長会理事。

い わ き 市 長

清水　敏男
（しみず　としお）

1963年生まれ。いわき市出身。87年日本
大学法学部卒業。92年からいわき市議
会議員（2期）。94年全国若手市議会議員
の会設立、初代会長。99年から福島県議
会議員（4期）。13年9月28日から現職（現
在1期目）。

那 覇 市 長

城間　幹子
（しろま　みきこ）

1951年生まれ。沖縄県出身。73年国立宮城
教育大学教育学部卒業。那覇市立中学校及
び香港日本人学校の校長を歴任し、09年那
覇市教育委員会学校教育部長、10年同委員
会教育長、14年那覇市副市長を経て、同年
11月より現職（現在1期目）。

佐 世 保 市 長

朝長　則男
（ともなが　のりお）

1949年生まれ。佐世保市出身。71年青山学
院大学経済学部卒業。同年、医療法人白十
字会勤務。87年佐世保市議会議員、94年長
崎県議会議員（04年に副議長）を経て、07年
4月から現職（現在3期目）。現在、全国基地
協議会会長、旧軍港市振興協議会副会長。

呉 市 長

小村　和年
（こむら　かずとし）

1947年生まれ。呉市出身。72年中央大学
商学部卒業。同年運輸省（現国土交通省）
入省。96年四国運輸局自動車部長、98年
近畿運輸局運航部長、01年中国運輸局
企画部長を経て、05年11月から現職（現
在3期目）。

西 宮 市 長

今村　岳司
（いまむら　たけし）

1972年生まれ。兵庫県出身。97年京都大

学法学部卒業。97年リクルート入社。99

年西宮市議会議員（4期）。14年5月から

現職（現在1期目）。

豊 田 市 長

太田　稔彦
（おおた　としひこ）

1954年生まれ。豊田市出身。77年早稲田
大学商学部卒業。同年豊田市採用。経営
政策本部長、総合企画部長を経て、12年
2月から現職（現在2期目）。15年6月から
全国市長会副会長、東海市長会理事に
就任。中核市市長会副会長

長 野 市 長

加藤　久雄
（かとう　ひさお）

1942年生まれ。長野市出身。65年早稲田大
学第一政治経済学部卒業。同年内田産業㈱
入社。67年㈱本久入社。85年㈱本久代表取
締役社長。07年長野商工会議所会頭、長野
県商工会議所連合会会長。09年㈱本久ホー
ルディングス代表取締役会長兼社長。13年
11月から現職（現在1期目）。

高 崎 市 長

富岡　賢治
（とみおか　けんじ）

1946年生まれ。高崎市出身。69年東京大学
法学部卒業。同年文部省入省。81年外務省
在フランス日本国大使館一等書記官、96年
文部省総務審議官、98年同省生涯学習局
長、00年国立教育研究所所長。01年財団法
人日本国際教育協会理事長。03年群馬県立
女子大学学長を経て、11年5月から現職（現
在2期目）

郡 山 市 長

品川　萬里
（しながわ　まさと）

1944年生まれ。白河市出身。67年東京大学法学
部卒業。同年郵政省入省。93年東北郵政局長、96
年貯金局長、97年放送行政局長、99年郵政審議
官（国際担当）。00年大阪大学客員教授、03年㈱
NTTデータ代表取締役副社長、05年法政大学
IT研究センター学術担当教授、09年法政大学教
授、13年NPO法人日本幼児教育振興會理事。13
年4月から現職（現在1期目）。

鹿 児 島 市 長

森　博幸
（もり　ひろゆき）

1949年生まれ。鹿児島市出身。74年横浜
市立大学商学部卒業。同年鹿児島市に
勤務。01年総務部長、04年総務局長を経
て、同年12月から現職（現在3期目）。現
在、全国市長会相談役、九州市長会会長、
鹿児島県市長会会長。

長 崎 市 長

田上　富久
（たうえ　とみひさ）

1956年生まれ。五島市出身。80年九州大学
法学部卒業。同年、長崎市勤務。02年観光振
興課主幹、04年統計課長。07年4月から現
職（現在3期目）。現在、日本非核宣言自治体
協議会会長、平和首長会議副会長、全国市
長会相談役、長崎県市長会会長。

倉 敷 市 長

伊東　香織
（いとう　かおり）

1966年生まれ。東京大学法学部卒業後、郵
政省入省。93年米国ハーバード大学ロー
スクール修士課程修了。栃木県日光郵便局
長、総理府国際平和協力本部事務局参事官
補佐、総務省インターネット戦略企画室
長補佐を経て、03年倉敷市総務局長、04年
倉敷市収入役。08年5月から現職（現在3期
目）。中核市市長会副会長

尼 崎 市 長

稲村　和美
（いなむら　かずみ）

1972年生まれ。奈良県出身。98年神戸
大学大学院法学研究科修士課程修了。
98年神栄石野証券（現SMBCフレンド証
券）入社。03年兵庫県議会議員（2期）。10
年12月から現職（現在2期目）。現在、兵
庫県市長会副会長。

岡 崎 市 長

内田　康宏
（うちだ　やすひろ）

1952年生まれ。岡崎市出身。75年日本大
学法学部政治経済学科卒業。米国イン
ディアナ州立大学で政治学を専攻。87
年より愛知県議会議員（7期）、06年同議
会議長を経て、12年10月から現職（現在
2期目）。

金 沢 市 長

山野　之義
（やまの　ゆきよし）

1962年生まれ。金沢市出身。87年慶応義
塾大学文学部卒業。90年ソフトバンク
株式会社入社。94年ソフトバンク株式
会社退社。95年より金沢市議会議員（4
期）。10年12月から現職（現在2期目）。現
在、石川県市長会会長。



中核市市長会　市長プロフィール

講師・コーディネータープロフィール

〈講　師〉  神 野   直 彦 氏
東京大学　名誉教授

　東京大学卒業後、日産自動車株式会社に入社。その後、大阪市立大学経済学部助教授、東京大学経済学部助教授、同
教授を経て、東京大学大学院経済学研究科教授、関西学院大学教授を歴任。2009年から現職。
　また、社会保障審議会年金部会部会長、地方分権有識者会議座長、地方財政審議会会長など多数の審議会等委員を
務める。
　著書に『「分かち合い」の経済学』『税金常識のウソ』など多数。

減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表

　東京都出身。阪神・淡路大震災でNGOスタッフとして４年
間支援活動後、（財）消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協
議会で働きながら、法政大学大学院政策科学専攻修士課程修
了。現在、現職のほか、早稲田大学地域社会と危機管理研究所招
聘研究員、専修大学非常勤講師。内閣府の避難所運営ガイドラ
イン（平成28年4月）の策定委員など、国・自治体の防災政策
にも関わってきた。

　東日本大震災以降、自助、共助及び公助があわさって初めて大規
模広域災害後の災害対策がうまく働くことが強く認識され、市町
村内の一定の地区の居住者及び事業者（地区居住者等）が行う自発
的な防災活動に関する地区防災計画制度が新たに創設されるな
ど、地区住民の自主的な活動が求められている。
　一方で、地区や自主防災組織の運営や活動において、高齢化や昼
間の活動要員の不足、活動に対する住民意識の不足などの課題も
指摘されていることから、これらの課題を解消し、地域の様々な団
体等と連携し、地域における防災力が一層向上する方策等につい
て検討を行う。

第1分科会 地域住民を主体とした防災活動について

基 調 講 演 中核市に期待する

　人口減少、少子高齢化の進行により、活力ある社会を持続するた
めには、これまで以上に女性の活躍が求められている。国において
も自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性の
個性と能力が十分に発揮されることが一層重要であることから、
女性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力ある社会の実
現を図ることを目的として、平成27年８月に「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が成立し、平成
28年４月より完全施行されたところである。
　このような動きを踏まえ、中核市が果たすべき、女性の活躍でき
る社会づくりに寄与する方策などについて検討を行う。

第2分科会 女性活躍の推進について

　訪日外国人旅行者数については、ビザ緩和や免税制度の拡充など
の大胆な改革に取り組んできた結果、平成27年度には年間2,000
万人を突破し、今年度についても各月の過去最高記録を更新し続け
ている。
　この結果を受け、国においては、新たに2020年の訪日外国人旅
行者数4,000万人といった目標のほか、観光が「地方創生」の切り
札であるとの認識に立ち、2020年の地方部での外国人延べ宿泊者
数7,000万泊などの高い目標を掲げ、各地の多様な観光資源を磨
き上げ、国際競争力のある生産性の高い観光産業へ変革し、すべて
の旅行者が「旅の喜び」を実感できるような社会を築いていくため、
さまざまな施策を講じている。
　そこで、これらの目標を達成するために、地域の核となる中核市
としてできる施策などについて議論を行う。

第3分科会 地域振興に貢献する観光産業について

浅 野 　 幸 子 氏

一般財団法人女性労働協会 会長

　茨城県生まれ。日本経済新聞編集局次長兼文化部長、編集委
員、論説委員等を経て、平成17年から実践女子大学人間社会学
部教授。平成27年４月から現職。
　内閣府男女共同参画会議議員、東京都女性活躍推進会議会長
等を兼務。平成23年から28年3月まで内閣府監視専門調査会
会長。第4次男女共同参画基本計画の計画策定専門調査会会長
を務めた。

鹿 嶋 　  敬 氏

DMO推進機構　代表理事
事業構想大学院大学　客員教授

　1961年生まれ。京都大学在学時、アメリカンフットボール部
QBとして京大初の全国制覇に貢献。松下政経塾入塾後、エル
ダーホステル協会の創設に参画。現在、NPO法人グローバルキャ
ンパス理事長。このほか、国土交通省「成長戦略会議」、経済産業省
「産業構造審議会」、内閣官房「まち・ひと・しごと創生会議」等の委
員を務める。
　著書に『体験交流型ツーリズムの手法』『奇跡のプレイボール～
元兵士たちの日米野球～』『地域プラットフォームによる観光ま
ちづくり』など多数。

大 社 　  充 氏

函 館 市 長

工藤　壽樹
（くどう　としき）

1949年生まれ。北海道出身。73年早稲田
大学第一法学部卒業。73年亀田市（現函
館市）勤務。99年財務部長、03年企画部
長を経て、06年助役。11年4月から現職
（現在2期目）。13年5月から北海道市長
会理事に就任。

下 関 市 長

中尾　友昭
（なかお　ともあき）

1949年生まれ。下関市出身。79年中央大
学法学部卒業、01年東亜大学大学院総
合学術修了。68年下関唐戸魚市場㈱入
社、90年取締役就任。99年下関市議会議
員、03年山口県議会議員などを経て、09
年3月から現職（現在2期目）。

豊 中 市 長

淺利　敬一郎
（あさり　けいいちろう）

1945年生まれ。69年大阪教育大学卒業。同
年寝屋川市立中学校教諭として勤務。大阪
府教育委員会事務局義務教育課長、同教育
振興室副理事などを経て、00年、豊中市教
育委員会教育長に就任。06年5月から現職
（現在3期目）。現在、大阪府国民健康保険団
体連合会理事長。

船 橋 市 長

松戸　徹
（まつど　とおる）

1954年生まれ。八千代市出身。東京理科

大学理学部物理学科卒業。78年船橋市

勤務。02年秘書課長、07年市長公室長を

経て、09年10月副市長就任。13年7月か

ら現職（現在1期目）。

盛 岡 市 長

谷藤　裕明
（たにふじ　ひろあき）

1950年生まれ。盛岡市出身。78年早稲田
大学教育学部卒業。78年有限会社橋市倉
庫専務取締役。91年岩手県議会議員当選
（3期12年）。01年岩手県議会議長。03年
から現職（現在4期目）。現在、全国市長会
副会長、岩手県市長会会長。

高 知 市 長

岡﨑　誠也
（おかざき　せいや）

1953年生まれ。高知県出身。75年青山学院
大学経済学部卒業。同年、高知市勤務。03
年4月産業振興部副部長兼産業政策課長。
03年11月から現職（現在4期目）。現在、全
国市長会副会長・相談役・国民健康保険対
策特別委員長、高知県市長会会長、国民健
康保険中央会会長。

東 大 阪 市 長

野田　義和
（のだ　よしかず）

1957年生まれ。東大阪市出身。75年大阪

府立花園高等学校卒業。87年東大阪市議

会議員（5期）。07年10月から現職（現在3

期目）。現在、近畿市長会会長、大阪府後

期高齢者医療広域連合長。

横 須 賀 市 長

吉田　雄人
（よしだ　ゆうと）

1975年12月3日生、いて座のA型、干支は卯。1994年、神
奈川県立横須賀高等学校を卒業。1999年、早稲田大学
政経学部政治学科を卒業。同年、イギリス・ロンドン短
期留学（約3カ月）。2002年、アクセンチュア株式会社を
退社。2003年、横須賀市議会議員選挙において初当選。
2006年、早稲田大学大学院政治研究科（地方自治行政）
を卒業。2007年、横須賀市議会議員選挙において再選。
2009年、横須賀市長に初当選。第35代横須賀市長とな
る。2013年、再選。現在、第36代横須賀市長。無所属。
中核市市長会副会長

青 森 市 長

鹿内　博
（しかない　ひろし）

1948年生まれ。青森市出身。67年青森県立
青森高等学校卒業。68年青森県新生活協
議会勤務。82年青森市議会議員（3期9年）。
91年青森県議会議員（5期18年）。09年4月
から現職（現在2期目）。現在、青森県市長
会会長、全国雪対策連絡協議会会長。
中核市市長会副会長

松 山 市 長

野志　克仁
（のし　かつひと）

1967年生まれ。松山市出身。90年岡山大
学経済学部卒業。同年南海放送㈱にア
ナウンサーとして入社、アナウンス室マ
ネージャー（部長格）を経て、10年10月退
社。10年11月から現職（現在2期目）。現
在、全国市長会相談役。

枚 方 市 長

伏見　隆
（ふしみ　たかし）

1968年生まれ。枚方市出身。93年京都産

業大学経営学部卒業。同年極東貿易株式

会社入社。03年枚方市議会議員（2期）。11

年大阪府議会議員（1期）。15年9月から現

職（現在1期目）。

八 王 子 市 長

石森　孝志
（いしもり　たかゆき）

1957年生まれ。八王子市出身。80年明星

大学人文学部卒業。95年から八王子市議

会議員（3期）、05年から東京都議会議員

（2期）、12年1月から現職（現在2期目）。

旭 川 市 長

西川　将人
（にしかわ　まさひと）

1968年生まれ。旭川市出身。93年北海道
大学工学部卒業。同年日本航空株式会社
入社。99年退社。03年医療法人社団木々
の会理事就任。06年退任。06年11月から
現職（現在3期目）。現在、全国市長会相談
役。

高 松 市 長

大西　秀人
（おおにし　ひでと）

1959年生まれ。香川県出身。82年東京大学
法学部卒業。同年自治省入省。89年岐阜県
総務課長、95年自治省大臣官房総務課課長
補佐、同年北海道財政課長、06年総務省情
報通信政策局地域放送課長などを経て、07
年5月から現職（現在3期目）。現在、香川県
市長会会長、全国市長会社会文教委員会委
員長、日本都市センター理事長。

高 槻 市 長

濱田　剛史
（はまだ　たけし）

1964年生まれ。大阪府出身。87年大阪経
済法科大学法学部卒業。93年司法試験
合格。96年東京地方検察庁検事、大阪地
方検察庁検事などを経て、02年検事退
官。同年弁護士登録。11年5月から現職
（現在2期目）。

柏 市 長

秋山　浩保
（あきやま　ひろやす）

1968年生まれ。柏市出身。92年筑波大学第
三学群国際関係学類卒業。92年ベインアン
ドカンパニー入社。95年株式会社フォー
シーズ常務取締役就任。97年以降経営コン
サルタントとして、様々な会社の役員を歴
任。09年11月から現職（現在2期目）。現在、
柏レイソル後援会名誉会長。

中核市サミット中核市サミット2016inいわき
前 橋 市 長

山本　龍
（やまもと　りゅう）

1959年生まれ。草津町出身。85年早稲田

大学商学部卒業。95年から群馬県議会

議員（3期）、09年から群馬県議会議員（1

期）、12年2月から現職（現在2期目）。

中核市市長会監事

秋 田 市 長

穂積　志
（ほづみ　もとむ）

1957年生まれ。秋田市出身。82年成蹊大

学法学部卒業。87年秋田市議会議員当選

（1期）。95年秋田県議会議員当選（4期）。

09年4月から現職（現在2期目）。現在、全

国市長会相談役、秋田県市長会会長。

宮 崎 市 長

戸敷　正
（とじき　ただし）

1952年生まれ。宮崎市出身。74年宮崎県
立農業大学校指導学部卒業。同年旧佐
土原町役場に入庁。98年旧佐土原町長
（2期）を経て、10年2月から現職（現在2
期目）。現在、宮崎県市長会会長。
中核市市長会副会長

久 留 米 市 長

楢原　利則
（ならはら　としのり）

1948年生まれ。福岡県出身。71年西南学

院大学商学部卒業。同年久留米市勤務。

00年環境部長、03年総務部長、07年副

市長を経て、10年2月から現職（現在2期

目）。現在、福岡県市長会会長。

和 歌 山 市 長

尾花　正啓
（おばな　まさひろ）

1953年生まれ。和歌山県出身。80年東京
大学工学部卒業。同年和歌山県庁に入
庁。08年県土整備部道路局長、11年県土
整備部技監、12年県土整備部長を経て、
13年11月退職。14年8月から現職（現在
1期目）。

姫 路 市 長

石見　利勝
（いわみ　としかつ）

1941年生まれ。兵庫県出身。65年京都大学
理学部卒業。73年東京工業大学理工学研究
科博士課程を修了。77年東京工業大学助手
を経て、建設省建築研究所研究員。87年筑
波大学助教授。94年立命館大学教授。98年
同政策科学部長。03年4月から現職（現在4
期目）。

豊 橋 市 長

佐原　光一
（さはら　こういち）

1953年生まれ。豊橋市出身。76年東京大学工
学部航空学科卒業。同年運輸省（現国土交通
省）入省。86年外務省在ブラジル日本国大使
館一等書記官、02年国土交通省東北地方整備
局港湾空港部長、07年中部地方整備局副局長
などを経て、08年11月から現職（現在2期目）。
15年1月から東三河広域連合長。
中核市市長会顧問

富 山 市 長

森　雅志
（もり　まさし）

1952年生まれ。富山市出身。76年中央大

学法学部卒業。95年富山県議会議員、2期

を経て、02年1月から旧富山市長（1期）。

05年4月から現職（現在3期目）。現在、全

国市長会相談役、富山県市長会会長。

越 谷 市 長

高橋　努
（たかはし　つとむ）

1943年生まれ。越谷市出身。67年日本大

学法学部卒業。75年から越谷市議会議員

（6期）、98年から埼玉県議会議員（4期）。

09年11月から現職（現在2期目）。

宇 都 宮 市 長

佐藤　栄一
（さとう　えいいち）

1961年生まれ。宇都宮市出身。85年明治大
学法学部法律学科卒業。社団法人宇都宮青
年会議所理事長、社団法人日本青年会議所
副会頭などを経て、04年11月から現職（現
在3期目）。現在、内閣府子ども・子育て会議
委員、栃木県市長会会長。

大 分 市 長

佐藤　樹一郎
（さとう　きいちろう）

1957年生まれ。大分市出身。80年東京大学
経済学部卒業。同年通商産業省入省。95年
在サン･フランシスコ日本国総領事館領
事、06年中部経済産業局長、07年（独）経済
産業研究所副所長、09年中小企業庁次長、
10年日本貿易振興機構ニューヨーク事務
所長。12年JSR㈱を経て、15年4月から現職
（現在1期目）。現在、大分県市長会会長。

福 山 市 長

枝広　直幹
（えだひろ　なおき）

1955年生まれ。福山市出身。80年一橋大学経済学
部卒業後,同年大蔵省入省。83年外務省フィリピ
ン日本国大使館財務担当書記官,89年官房副長官
秘書官,98年石川県総務部長,03年主計局主計官
（国土交通省・環境省担当),09年中国財務局長,11
年内閣審議官（地域活性化統合事務局長代理),13
年近畿財務局長,14年株式会社ナベショー取締役
兼COOを経て,16年9月から現職（現在1期目）。

奈 良 市 長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

1976年生まれ。奈良県出身。98年立命館
大学経済学部卒業。同年国際石油開発
帝石株式会社入社。02年奈良NPOセン
ター職員。05年事務局長就任。09年7月
から現職（現在2期目）。
中核市市長会会長

大 津 市 長

越　直美
（こし　なおみ）

1975年生まれ。大津市出身。00年北海道大
学法学部卒業、司法試験合格。01年北海道
大学大学院法学研究科修士課程修了。02年
から弁護士として日米の法律事務所に勤
務。09年ハーバード大学ロースクール修
了。10年コロンビア大学ビジネススクー
ル客員研究員。12年1月から現職（現在2期
目）。中核市市長会監事

岐 阜 市 長

細江　茂光
（ほそえ　しげみつ）

1948年生まれ。岐阜市出身。71年京都大学
法学部卒業。同年三井物産株式会社に入
社。アメリカ（シアトル、ロサンゼルス）12
年間勤務、物資開発本部サービス事業開発
部長などを歴任。02年三井物産株式会社を
退社し、同年2月から現職（現在4期目）。現
在、全国市長会評議員・相談役、東海市長会
理事、岐阜県市長会常任理事。

川 越 市 長

川合　善明
（かわい　よしあき）

1950年生まれ。川越市出身。73年早稲
田大学政治経済学部卒業。77年東京教
育大学（現：筑波大学）文学部卒業。79年
弁護士登録。東京弁護士会副会長等を
経て、09年2月から現職（現在2期目）。現
在、埼玉県市長会理事。

い わ き 市 長

清水　敏男
（しみず　としお）

1963年生まれ。いわき市出身。87年日本
大学法学部卒業。92年からいわき市議
会議員（2期）。94年全国若手市議会議員
の会設立、初代会長。99年から福島県議
会議員（4期）。13年9月28日から現職（現
在1期目）。

那 覇 市 長

城間　幹子
（しろま　みきこ）

1951年生まれ。沖縄県出身。73年国立宮城
教育大学教育学部卒業。那覇市立中学校及
び香港日本人学校の校長を歴任し、09年那
覇市教育委員会学校教育部長、10年同委員
会教育長、14年那覇市副市長を経て、同年
11月より現職（現在1期目）。

佐 世 保 市 長

朝長　則男
（ともなが　のりお）

1949年生まれ。佐世保市出身。71年青山学
院大学経済学部卒業。同年、医療法人白十
字会勤務。87年佐世保市議会議員、94年長
崎県議会議員（04年に副議長）を経て、07年
4月から現職（現在3期目）。現在、全国基地
協議会会長、旧軍港市振興協議会副会長。

呉 市 長

小村　和年
（こむら　かずとし）

1947年生まれ。呉市出身。72年中央大学
商学部卒業。同年運輸省（現国土交通省）
入省。96年四国運輸局自動車部長、98年
近畿運輸局運航部長、01年中国運輸局
企画部長を経て、05年11月から現職（現
在3期目）。

西 宮 市 長

今村　岳司
（いまむら　たけし）

1972年生まれ。兵庫県出身。97年京都大

学法学部卒業。97年リクルート入社。99

年西宮市議会議員（4期）。14年5月から

現職（現在1期目）。

豊 田 市 長

太田　稔彦
（おおた　としひこ）

1954年生まれ。豊田市出身。77年早稲田
大学商学部卒業。同年豊田市採用。経営
政策本部長、総合企画部長を経て、12年
2月から現職（現在2期目）。15年6月から
全国市長会副会長、東海市長会理事に
就任。中核市市長会副会長

長 野 市 長

加藤　久雄
（かとう　ひさお）

1942年生まれ。長野市出身。65年早稲田大
学第一政治経済学部卒業。同年内田産業㈱
入社。67年㈱本久入社。85年㈱本久代表取
締役社長。07年長野商工会議所会頭、長野
県商工会議所連合会会長。09年㈱本久ホー
ルディングス代表取締役会長兼社長。13年
11月から現職（現在1期目）。

高 崎 市 長

富岡　賢治
（とみおか　けんじ）

1946年生まれ。高崎市出身。69年東京大学
法学部卒業。同年文部省入省。81年外務省
在フランス日本国大使館一等書記官、96年
文部省総務審議官、98年同省生涯学習局
長、00年国立教育研究所所長。01年財団法
人日本国際教育協会理事長。03年群馬県立
女子大学学長を経て、11年5月から現職（現
在2期目）

郡 山 市 長

品川　萬里
（しながわ　まさと）

1944年生まれ。白河市出身。67年東京大学法学
部卒業。同年郵政省入省。93年東北郵政局長、96
年貯金局長、97年放送行政局長、99年郵政審議
官（国際担当）。00年大阪大学客員教授、03年㈱
NTTデータ代表取締役副社長、05年法政大学
IT研究センター学術担当教授、09年法政大学教
授、13年NPO法人日本幼児教育振興會理事。13
年4月から現職（現在1期目）。

鹿 児 島 市 長

森　博幸
（もり　ひろゆき）

1949年生まれ。鹿児島市出身。74年横浜
市立大学商学部卒業。同年鹿児島市に
勤務。01年総務部長、04年総務局長を経
て、同年12月から現職（現在3期目）。現
在、全国市長会相談役、九州市長会会長、
鹿児島県市長会会長。

長 崎 市 長

田上　富久
（たうえ　とみひさ）

1956年生まれ。五島市出身。80年九州大学
法学部卒業。同年、長崎市勤務。02年観光振
興課主幹、04年統計課長。07年4月から現
職（現在3期目）。現在、日本非核宣言自治体
協議会会長、平和首長会議副会長、全国市
長会相談役、長崎県市長会会長。

倉 敷 市 長

伊東　香織
（いとう　かおり）

1966年生まれ。東京大学法学部卒業後、郵
政省入省。93年米国ハーバード大学ロー
スクール修士課程修了。栃木県日光郵便局
長、総理府国際平和協力本部事務局参事官
補佐、総務省インターネット戦略企画室
長補佐を経て、03年倉敷市総務局長、04年
倉敷市収入役。08年5月から現職（現在3期
目）。中核市市長会副会長

尼 崎 市 長

稲村　和美
（いなむら　かずみ）

1972年生まれ。奈良県出身。98年神戸
大学大学院法学研究科修士課程修了。
98年神栄石野証券（現SMBCフレンド証
券）入社。03年兵庫県議会議員（2期）。10
年12月から現職（現在2期目）。現在、兵
庫県市長会副会長。

岡 崎 市 長

内田　康宏
（うちだ　やすひろ）

1952年生まれ。岡崎市出身。75年日本大
学法学部政治経済学科卒業。米国イン
ディアナ州立大学で政治学を専攻。87
年より愛知県議会議員（7期）、06年同議
会議長を経て、12年10月から現職（現在
2期目）。

金 沢 市 長

山野　之義
（やまの　ゆきよし）

1962年生まれ。金沢市出身。87年慶応義
塾大学文学部卒業。90年ソフトバンク
株式会社入社。94年ソフトバンク株式
会社退社。95年より金沢市議会議員（4
期）。10年12月から現職（現在2期目）。現
在、石川県市長会会長。



中核市市長会　市長プロフィール

講師・コーディネータープロフィール

〈講　師〉  神 野   直 彦 氏
東京大学　名誉教授

　東京大学卒業後、日産自動車株式会社に入社。その後、大阪市立大学経済学部助教授、東京大学経済学部助教授、同
教授を経て、東京大学大学院経済学研究科教授、関西学院大学教授を歴任。2009年から現職。
　また、社会保障審議会年金部会部会長、地方分権有識者会議座長、地方財政審議会会長など多数の審議会等委員を
務める。
　著書に『「分かち合い」の経済学』『税金常識のウソ』など多数。

減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表

　東京都出身。阪神・淡路大震災でNGOスタッフとして４年
間支援活動後、（財）消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協
議会で働きながら、法政大学大学院政策科学専攻修士課程修
了。現在、現職のほか、早稲田大学地域社会と危機管理研究所招
聘研究員、専修大学非常勤講師。内閣府の避難所運営ガイドラ
イン（平成28年4月）の策定委員など、国・自治体の防災政策
にも関わってきた。

　東日本大震災以降、自助、共助及び公助があわさって初めて大規
模広域災害後の災害対策がうまく働くことが強く認識され、市町
村内の一定の地区の居住者及び事業者（地区居住者等）が行う自発
的な防災活動に関する地区防災計画制度が新たに創設されるな
ど、地区住民の自主的な活動が求められている。
　一方で、地区や自主防災組織の運営や活動において、高齢化や昼
間の活動要員の不足、活動に対する住民意識の不足などの課題も
指摘されていることから、これらの課題を解消し、地域の様々な団
体等と連携し、地域における防災力が一層向上する方策等につい
て検討を行う。

第1分科会 地域住民を主体とした防災活動について

基 調 講 演 中核市に期待する

　人口減少、少子高齢化の進行により、活力ある社会を持続するた
めには、これまで以上に女性の活躍が求められている。国において
も自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性の
個性と能力が十分に発揮されることが一層重要であることから、
女性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力ある社会の実
現を図ることを目的として、平成27年８月に「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が成立し、平成
28年４月より完全施行されたところである。
　このような動きを踏まえ、中核市が果たすべき、女性の活躍でき
る社会づくりに寄与する方策などについて検討を行う。

第2分科会 女性活躍の推進について

　訪日外国人旅行者数については、ビザ緩和や免税制度の拡充など
の大胆な改革に取り組んできた結果、平成27年度には年間2,000
万人を突破し、今年度についても各月の過去最高記録を更新し続け
ている。
　この結果を受け、国においては、新たに2020年の訪日外国人旅
行者数4,000万人といった目標のほか、観光が「地方創生」の切り
札であるとの認識に立ち、2020年の地方部での外国人延べ宿泊者
数7,000万泊などの高い目標を掲げ、各地の多様な観光資源を磨
き上げ、国際競争力のある生産性の高い観光産業へ変革し、すべて
の旅行者が「旅の喜び」を実感できるような社会を築いていくため、
さまざまな施策を講じている。
　そこで、これらの目標を達成するために、地域の核となる中核市
としてできる施策などについて議論を行う。

第3分科会 地域振興に貢献する観光産業について

浅 野 　 幸 子 氏

一般財団法人女性労働協会 会長

　茨城県生まれ。日本経済新聞編集局次長兼文化部長、編集委
員、論説委員等を経て、平成17年から実践女子大学人間社会学
部教授。平成27年４月から現職。
　内閣府男女共同参画会議議員、東京都女性活躍推進会議会長
等を兼務。平成23年から28年3月まで内閣府監視専門調査会
会長。第4次男女共同参画基本計画の計画策定専門調査会会長
を務めた。

鹿 嶋 　  敬 氏

DMO推進機構　代表理事
事業構想大学院大学　客員教授

　1961年生まれ。京都大学在学時、アメリカンフットボール部
QBとして京大初の全国制覇に貢献。松下政経塾入塾後、エル
ダーホステル協会の創設に参画。現在、NPO法人グローバルキャ
ンパス理事長。このほか、国土交通省「成長戦略会議」、経済産業省
「産業構造審議会」、内閣官房「まち・ひと・しごと創生会議」等の委
員を務める。
　著書に『体験交流型ツーリズムの手法』『奇跡のプレイボール～
元兵士たちの日米野球～』『地域プラットフォームによる観光ま
ちづくり』など多数。

大 社 　  充 氏

函 館 市 長

工藤　壽樹
（くどう　としき）

1949年生まれ。北海道出身。73年早稲田
大学第一法学部卒業。73年亀田市（現函
館市）勤務。99年財務部長、03年企画部
長を経て、06年助役。11年4月から現職
（現在2期目）。13年5月から北海道市長
会理事に就任。

下 関 市 長

中尾　友昭
（なかお　ともあき）

1949年生まれ。下関市出身。79年中央大
学法学部卒業、01年東亜大学大学院総
合学術修了。68年下関唐戸魚市場㈱入
社、90年取締役就任。99年下関市議会議
員、03年山口県議会議員などを経て、09
年3月から現職（現在2期目）。

豊 中 市 長

淺利　敬一郎
（あさり　けいいちろう）

1945年生まれ。69年大阪教育大学卒業。同
年寝屋川市立中学校教諭として勤務。大阪
府教育委員会事務局義務教育課長、同教育
振興室副理事などを経て、00年、豊中市教
育委員会教育長に就任。06年5月から現職
（現在3期目）。現在、大阪府国民健康保険団
体連合会理事長。

船 橋 市 長

松戸　徹
（まつど　とおる）

1954年生まれ。八千代市出身。東京理科

大学理学部物理学科卒業。78年船橋市

勤務。02年秘書課長、07年市長公室長を

経て、09年10月副市長就任。13年7月か

ら現職（現在1期目）。

盛 岡 市 長

谷藤　裕明
（たにふじ　ひろあき）

1950年生まれ。盛岡市出身。78年早稲田
大学教育学部卒業。78年有限会社橋市倉
庫専務取締役。91年岩手県議会議員当選
（3期12年）。01年岩手県議会議長。03年
から現職（現在4期目）。現在、全国市長会
副会長、岩手県市長会会長。

高 知 市 長

岡﨑　誠也
（おかざき　せいや）

1953年生まれ。高知県出身。75年青山学院
大学経済学部卒業。同年、高知市勤務。03
年4月産業振興部副部長兼産業政策課長。
03年11月から現職（現在4期目）。現在、全
国市長会副会長・相談役・国民健康保険対
策特別委員長、高知県市長会会長、国民健
康保険中央会会長。

東 大 阪 市 長

野田　義和
（のだ　よしかず）

1957年生まれ。東大阪市出身。75年大阪

府立花園高等学校卒業。87年東大阪市議

会議員（5期）。07年10月から現職（現在3

期目）。現在、近畿市長会会長、大阪府後

期高齢者医療広域連合長。

横 須 賀 市 長

吉田　雄人
（よしだ　ゆうと）

1975年12月3日生、いて座のA型、干支は卯。1994年、神
奈川県立横須賀高等学校を卒業。1999年、早稲田大学
政経学部政治学科を卒業。同年、イギリス・ロンドン短
期留学（約3カ月）。2002年、アクセンチュア株式会社を
退社。2003年、横須賀市議会議員選挙において初当選。
2006年、早稲田大学大学院政治研究科（地方自治行政）
を卒業。2007年、横須賀市議会議員選挙において再選。
2009年、横須賀市長に初当選。第35代横須賀市長とな
る。2013年、再選。現在、第36代横須賀市長。無所属。
中核市市長会副会長

青 森 市 長

鹿内　博
（しかない　ひろし）

1948年生まれ。青森市出身。67年青森県立
青森高等学校卒業。68年青森県新生活協
議会勤務。82年青森市議会議員（3期9年）。
91年青森県議会議員（5期18年）。09年4月
から現職（現在2期目）。現在、青森県市長
会会長、全国雪対策連絡協議会会長。
中核市市長会副会長

松 山 市 長

野志　克仁
（のし　かつひと）

1967年生まれ。松山市出身。90年岡山大
学経済学部卒業。同年南海放送㈱にア
ナウンサーとして入社、アナウンス室マ
ネージャー（部長格）を経て、10年10月退
社。10年11月から現職（現在2期目）。現
在、全国市長会相談役。

枚 方 市 長

伏見　隆
（ふしみ　たかし）

1968年生まれ。枚方市出身。93年京都産

業大学経営学部卒業。同年極東貿易株式

会社入社。03年枚方市議会議員（2期）。11

年大阪府議会議員（1期）。15年9月から現

職（現在1期目）。

八 王 子 市 長

石森　孝志
（いしもり　たかゆき）

1957年生まれ。八王子市出身。80年明星

大学人文学部卒業。95年から八王子市議

会議員（3期）、05年から東京都議会議員

（2期）、12年1月から現職（現在2期目）。

旭 川 市 長

西川　将人
（にしかわ　まさひと）

1968年生まれ。旭川市出身。93年北海道
大学工学部卒業。同年日本航空株式会社
入社。99年退社。03年医療法人社団木々
の会理事就任。06年退任。06年11月から
現職（現在3期目）。現在、全国市長会相談
役。

高 松 市 長

大西　秀人
（おおにし　ひでと）

1959年生まれ。香川県出身。82年東京大学
法学部卒業。同年自治省入省。89年岐阜県
総務課長、95年自治省大臣官房総務課課長
補佐、同年北海道財政課長、06年総務省情
報通信政策局地域放送課長などを経て、07
年5月から現職（現在3期目）。現在、香川県
市長会会長、全国市長会社会文教委員会委
員長、日本都市センター理事長。

高 槻 市 長

濱田　剛史
（はまだ　たけし）

1964年生まれ。大阪府出身。87年大阪経
済法科大学法学部卒業。93年司法試験
合格。96年東京地方検察庁検事、大阪地
方検察庁検事などを経て、02年検事退
官。同年弁護士登録。11年5月から現職
（現在2期目）。

柏 市 長

秋山　浩保
（あきやま　ひろやす）

1968年生まれ。柏市出身。92年筑波大学第
三学群国際関係学類卒業。92年ベインアン
ドカンパニー入社。95年株式会社フォー
シーズ常務取締役就任。97年以降経営コン
サルタントとして、様々な会社の役員を歴
任。09年11月から現職（現在2期目）。現在、
柏レイソル後援会名誉会長。

中核市サミット中核市サミット2016inいわき
前 橋 市 長

山本　龍
（やまもと　りゅう）

1959年生まれ。草津町出身。85年早稲田

大学商学部卒業。95年から群馬県議会

議員（3期）、09年から群馬県議会議員（1

期）、12年2月から現職（現在2期目）。

中核市市長会監事

秋 田 市 長

穂積　志
（ほづみ　もとむ）

1957年生まれ。秋田市出身。82年成蹊大

学法学部卒業。87年秋田市議会議員当選

（1期）。95年秋田県議会議員当選（4期）。

09年4月から現職（現在2期目）。現在、全

国市長会相談役、秋田県市長会会長。

宮 崎 市 長

戸敷　正
（とじき　ただし）

1952年生まれ。宮崎市出身。74年宮崎県
立農業大学校指導学部卒業。同年旧佐
土原町役場に入庁。98年旧佐土原町長
（2期）を経て、10年2月から現職（現在2
期目）。現在、宮崎県市長会会長。
中核市市長会副会長

久 留 米 市 長

楢原　利則
（ならはら　としのり）

1948年生まれ。福岡県出身。71年西南学

院大学商学部卒業。同年久留米市勤務。

00年環境部長、03年総務部長、07年副

市長を経て、10年2月から現職（現在2期

目）。現在、福岡県市長会会長。

和 歌 山 市 長

尾花　正啓
（おばな　まさひろ）

1953年生まれ。和歌山県出身。80年東京
大学工学部卒業。同年和歌山県庁に入
庁。08年県土整備部道路局長、11年県土
整備部技監、12年県土整備部長を経て、
13年11月退職。14年8月から現職（現在
1期目）。

姫 路 市 長

石見　利勝
（いわみ　としかつ）

1941年生まれ。兵庫県出身。65年京都大学
理学部卒業。73年東京工業大学理工学研究
科博士課程を修了。77年東京工業大学助手
を経て、建設省建築研究所研究員。87年筑
波大学助教授。94年立命館大学教授。98年
同政策科学部長。03年4月から現職（現在4
期目）。

豊 橋 市 長

佐原　光一
（さはら　こういち）

1953年生まれ。豊橋市出身。76年東京大学工
学部航空学科卒業。同年運輸省（現国土交通
省）入省。86年外務省在ブラジル日本国大使
館一等書記官、02年国土交通省東北地方整備
局港湾空港部長、07年中部地方整備局副局長
などを経て、08年11月から現職（現在2期目）。
15年1月から東三河広域連合長。
中核市市長会顧問

富 山 市 長

森　雅志
（もり　まさし）

1952年生まれ。富山市出身。76年中央大

学法学部卒業。95年富山県議会議員、2期

を経て、02年1月から旧富山市長（1期）。

05年4月から現職（現在3期目）。現在、全

国市長会相談役、富山県市長会会長。

越 谷 市 長

高橋　努
（たかはし　つとむ）

1943年生まれ。越谷市出身。67年日本大

学法学部卒業。75年から越谷市議会議員

（6期）、98年から埼玉県議会議員（4期）。

09年11月から現職（現在2期目）。

宇 都 宮 市 長

佐藤　栄一
（さとう　えいいち）

1961年生まれ。宇都宮市出身。85年明治大
学法学部法律学科卒業。社団法人宇都宮青
年会議所理事長、社団法人日本青年会議所
副会頭などを経て、04年11月から現職（現
在3期目）。現在、内閣府子ども・子育て会議
委員、栃木県市長会会長。

大 分 市 長

佐藤　樹一郎
（さとう　きいちろう）

1957年生まれ。大分市出身。80年東京大学
経済学部卒業。同年通商産業省入省。95年
在サン･フランシスコ日本国総領事館領
事、06年中部経済産業局長、07年（独）経済
産業研究所副所長、09年中小企業庁次長、
10年日本貿易振興機構ニューヨーク事務
所長。12年JSR㈱を経て、15年4月から現職
（現在1期目）。現在、大分県市長会会長。

福 山 市 長

枝広　直幹
（えだひろ　なおき）

1955年生まれ。福山市出身。80年一橋大学経済学
部卒業後,同年大蔵省入省。83年外務省フィリピ
ン日本国大使館財務担当書記官,89年官房副長官
秘書官,98年石川県総務部長,03年主計局主計官
（国土交通省・環境省担当),09年中国財務局長,11
年内閣審議官（地域活性化統合事務局長代理),13
年近畿財務局長,14年株式会社ナベショー取締役
兼COOを経て,16年9月から現職（現在1期目）。

奈 良 市 長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

1976年生まれ。奈良県出身。98年立命館
大学経済学部卒業。同年国際石油開発
帝石株式会社入社。02年奈良NPOセン
ター職員。05年事務局長就任。09年7月
から現職（現在2期目）。
中核市市長会会長

大 津 市 長

越　直美
（こし　なおみ）

1975年生まれ。大津市出身。00年北海道大
学法学部卒業、司法試験合格。01年北海道
大学大学院法学研究科修士課程修了。02年
から弁護士として日米の法律事務所に勤
務。09年ハーバード大学ロースクール修
了。10年コロンビア大学ビジネススクー
ル客員研究員。12年1月から現職（現在2期
目）。中核市市長会監事

岐 阜 市 長

細江　茂光
（ほそえ　しげみつ）

1948年生まれ。岐阜市出身。71年京都大学
法学部卒業。同年三井物産株式会社に入
社。アメリカ（シアトル、ロサンゼルス）12
年間勤務、物資開発本部サービス事業開発
部長などを歴任。02年三井物産株式会社を
退社し、同年2月から現職（現在4期目）。現
在、全国市長会評議員・相談役、東海市長会
理事、岐阜県市長会常任理事。

川 越 市 長

川合　善明
（かわい　よしあき）

1950年生まれ。川越市出身。73年早稲
田大学政治経済学部卒業。77年東京教
育大学（現：筑波大学）文学部卒業。79年
弁護士登録。東京弁護士会副会長等を
経て、09年2月から現職（現在2期目）。現
在、埼玉県市長会理事。

い わ き 市 長

清水　敏男
（しみず　としお）

1963年生まれ。いわき市出身。87年日本
大学法学部卒業。92年からいわき市議
会議員（2期）。94年全国若手市議会議員
の会設立、初代会長。99年から福島県議
会議員（4期）。13年9月28日から現職（現
在1期目）。

那 覇 市 長

城間　幹子
（しろま　みきこ）

1951年生まれ。沖縄県出身。73年国立宮城
教育大学教育学部卒業。那覇市立中学校及
び香港日本人学校の校長を歴任し、09年那
覇市教育委員会学校教育部長、10年同委員
会教育長、14年那覇市副市長を経て、同年
11月より現職（現在1期目）。

佐 世 保 市 長

朝長　則男
（ともなが　のりお）

1949年生まれ。佐世保市出身。71年青山学
院大学経済学部卒業。同年、医療法人白十
字会勤務。87年佐世保市議会議員、94年長
崎県議会議員（04年に副議長）を経て、07年
4月から現職（現在3期目）。現在、全国基地
協議会会長、旧軍港市振興協議会副会長。

呉 市 長

小村　和年
（こむら　かずとし）

1947年生まれ。呉市出身。72年中央大学
商学部卒業。同年運輸省（現国土交通省）
入省。96年四国運輸局自動車部長、98年
近畿運輸局運航部長、01年中国運輸局
企画部長を経て、05年11月から現職（現
在3期目）。

西 宮 市 長

今村　岳司
（いまむら　たけし）

1972年生まれ。兵庫県出身。97年京都大

学法学部卒業。97年リクルート入社。99

年西宮市議会議員（4期）。14年5月から

現職（現在1期目）。

豊 田 市 長

太田　稔彦
（おおた　としひこ）

1954年生まれ。豊田市出身。77年早稲田
大学商学部卒業。同年豊田市採用。経営
政策本部長、総合企画部長を経て、12年
2月から現職（現在2期目）。15年6月から
全国市長会副会長、東海市長会理事に
就任。中核市市長会副会長

長 野 市 長

加藤　久雄
（かとう　ひさお）

1942年生まれ。長野市出身。65年早稲田大
学第一政治経済学部卒業。同年内田産業㈱
入社。67年㈱本久入社。85年㈱本久代表取
締役社長。07年長野商工会議所会頭、長野
県商工会議所連合会会長。09年㈱本久ホー
ルディングス代表取締役会長兼社長。13年
11月から現職（現在1期目）。

高 崎 市 長

富岡　賢治
（とみおか　けんじ）

1946年生まれ。高崎市出身。69年東京大学
法学部卒業。同年文部省入省。81年外務省
在フランス日本国大使館一等書記官、96年
文部省総務審議官、98年同省生涯学習局
長、00年国立教育研究所所長。01年財団法
人日本国際教育協会理事長。03年群馬県立
女子大学学長を経て、11年5月から現職（現
在2期目）

郡 山 市 長

品川　萬里
（しながわ　まさと）

1944年生まれ。白河市出身。67年東京大学法学
部卒業。同年郵政省入省。93年東北郵政局長、96
年貯金局長、97年放送行政局長、99年郵政審議
官（国際担当）。00年大阪大学客員教授、03年㈱
NTTデータ代表取締役副社長、05年法政大学
IT研究センター学術担当教授、09年法政大学教
授、13年NPO法人日本幼児教育振興會理事。13
年4月から現職（現在1期目）。

鹿 児 島 市 長

森　博幸
（もり　ひろゆき）

1949年生まれ。鹿児島市出身。74年横浜
市立大学商学部卒業。同年鹿児島市に
勤務。01年総務部長、04年総務局長を経
て、同年12月から現職（現在3期目）。現
在、全国市長会相談役、九州市長会会長、
鹿児島県市長会会長。

長 崎 市 長

田上　富久
（たうえ　とみひさ）

1956年生まれ。五島市出身。80年九州大学
法学部卒業。同年、長崎市勤務。02年観光振
興課主幹、04年統計課長。07年4月から現
職（現在3期目）。現在、日本非核宣言自治体
協議会会長、平和首長会議副会長、全国市
長会相談役、長崎県市長会会長。

倉 敷 市 長

伊東　香織
（いとう　かおり）

1966年生まれ。東京大学法学部卒業後、郵
政省入省。93年米国ハーバード大学ロー
スクール修士課程修了。栃木県日光郵便局
長、総理府国際平和協力本部事務局参事官
補佐、総務省インターネット戦略企画室
長補佐を経て、03年倉敷市総務局長、04年
倉敷市収入役。08年5月から現職（現在3期
目）。中核市市長会副会長

尼 崎 市 長

稲村　和美
（いなむら　かずみ）

1972年生まれ。奈良県出身。98年神戸
大学大学院法学研究科修士課程修了。
98年神栄石野証券（現SMBCフレンド証
券）入社。03年兵庫県議会議員（2期）。10
年12月から現職（現在2期目）。現在、兵
庫県市長会副会長。

岡 崎 市 長

内田　康宏
（うちだ　やすひろ）

1952年生まれ。岡崎市出身。75年日本大
学法学部政治経済学科卒業。米国イン
ディアナ州立大学で政治学を専攻。87
年より愛知県議会議員（7期）、06年同議
会議長を経て、12年10月から現職（現在
2期目）。

金 沢 市 長

山野　之義
（やまの　ゆきよし）

1962年生まれ。金沢市出身。87年慶応義
塾大学文学部卒業。90年ソフトバンク
株式会社入社。94年ソフトバンク株式
会社退社。95年より金沢市議会議員（4
期）。10年12月から現職（現在2期目）。現
在、石川県市長会会長。



中核市市長会　市長プロフィール

講師・コーディネータープロフィール

〈講　師〉  神 野   直 彦 氏
東京大学　名誉教授

　東京大学卒業後、日産自動車株式会社に入社。その後、大阪市立大学経済学部助教授、東京大学経済学部助教授、同
教授を経て、東京大学大学院経済学研究科教授、関西学院大学教授を歴任。2009年から現職。
　また、社会保障審議会年金部会部会長、地方分権有識者会議座長、地方財政審議会会長など多数の審議会等委員を
務める。
　著書に『「分かち合い」の経済学』『税金常識のウソ』など多数。

減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表

　東京都出身。阪神・淡路大震災でNGOスタッフとして４年
間支援活動後、（財）消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協
議会で働きながら、法政大学大学院政策科学専攻修士課程修
了。現在、現職のほか、早稲田大学地域社会と危機管理研究所招
聘研究員、専修大学非常勤講師。内閣府の避難所運営ガイドラ
イン（平成28年4月）の策定委員など、国・自治体の防災政策
にも関わってきた。

　東日本大震災以降、自助、共助及び公助があわさって初めて大規
模広域災害後の災害対策がうまく働くことが強く認識され、市町
村内の一定の地区の居住者及び事業者（地区居住者等）が行う自発
的な防災活動に関する地区防災計画制度が新たに創設されるな
ど、地区住民の自主的な活動が求められている。
　一方で、地区や自主防災組織の運営や活動において、高齢化や昼
間の活動要員の不足、活動に対する住民意識の不足などの課題も
指摘されていることから、これらの課題を解消し、地域の様々な団
体等と連携し、地域における防災力が一層向上する方策等につい
て検討を行う。

第1分科会 地域住民を主体とした防災活動について

基 調 講 演 中核市に期待する

　人口減少、少子高齢化の進行により、活力ある社会を持続するた
めには、これまで以上に女性の活躍が求められている。国において
も自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性の
個性と能力が十分に発揮されることが一層重要であることから、
女性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力ある社会の実
現を図ることを目的として、平成27年８月に「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が成立し、平成
28年４月より完全施行されたところである。
　このような動きを踏まえ、中核市が果たすべき、女性の活躍でき
る社会づくりに寄与する方策などについて検討を行う。

第2分科会 女性活躍の推進について

　訪日外国人旅行者数については、ビザ緩和や免税制度の拡充など
の大胆な改革に取り組んできた結果、平成27年度には年間2,000
万人を突破し、今年度についても各月の過去最高記録を更新し続け
ている。
　この結果を受け、国においては、新たに2020年の訪日外国人旅
行者数4,000万人といった目標のほか、観光が「地方創生」の切り
札であるとの認識に立ち、2020年の地方部での外国人延べ宿泊者
数7,000万泊などの高い目標を掲げ、各地の多様な観光資源を磨
き上げ、国際競争力のある生産性の高い観光産業へ変革し、すべて
の旅行者が「旅の喜び」を実感できるような社会を築いていくため、
さまざまな施策を講じている。
　そこで、これらの目標を達成するために、地域の核となる中核市
としてできる施策などについて議論を行う。

第3分科会 地域振興に貢献する観光産業について

浅 野 　 幸 子 氏

一般財団法人女性労働協会 会長

　茨城県生まれ。日本経済新聞編集局次長兼文化部長、編集委
員、論説委員等を経て、平成17年から実践女子大学人間社会学
部教授。平成27年４月から現職。
　内閣府男女共同参画会議議員、東京都女性活躍推進会議会長
等を兼務。平成23年から28年3月まで内閣府監視専門調査会
会長。第4次男女共同参画基本計画の計画策定専門調査会会長
を務めた。

鹿 嶋 　  敬 氏

DMO推進機構　代表理事
事業構想大学院大学　客員教授

　1961年生まれ。京都大学在学時、アメリカンフットボール部
QBとして京大初の全国制覇に貢献。松下政経塾入塾後、エル
ダーホステル協会の創設に参画。現在、NPO法人グローバルキャ
ンパス理事長。このほか、国土交通省「成長戦略会議」、経済産業省
「産業構造審議会」、内閣官房「まち・ひと・しごと創生会議」等の委
員を務める。
　著書に『体験交流型ツーリズムの手法』『奇跡のプレイボール～
元兵士たちの日米野球～』『地域プラットフォームによる観光ま
ちづくり』など多数。

大 社 　  充 氏

函 館 市 長

工藤　壽樹
（くどう　としき）

1949年生まれ。北海道出身。73年早稲田
大学第一法学部卒業。73年亀田市（現函
館市）勤務。99年財務部長、03年企画部
長を経て、06年助役。11年4月から現職
（現在2期目）。13年5月から北海道市長
会理事に就任。

下 関 市 長

中尾　友昭
（なかお　ともあき）

1949年生まれ。下関市出身。79年中央大
学法学部卒業、01年東亜大学大学院総
合学術修了。68年下関唐戸魚市場㈱入
社、90年取締役就任。99年下関市議会議
員、03年山口県議会議員などを経て、09
年3月から現職（現在2期目）。

豊 中 市 長

淺利　敬一郎
（あさり　けいいちろう）

1945年生まれ。69年大阪教育大学卒業。同
年寝屋川市立中学校教諭として勤務。大阪
府教育委員会事務局義務教育課長、同教育
振興室副理事などを経て、00年、豊中市教
育委員会教育長に就任。06年5月から現職
（現在3期目）。現在、大阪府国民健康保険団
体連合会理事長。

船 橋 市 長

松戸　徹
（まつど　とおる）

1954年生まれ。八千代市出身。東京理科

大学理学部物理学科卒業。78年船橋市

勤務。02年秘書課長、07年市長公室長を

経て、09年10月副市長就任。13年7月か

ら現職（現在1期目）。

盛 岡 市 長

谷藤　裕明
（たにふじ　ひろあき）

1950年生まれ。盛岡市出身。78年早稲田
大学教育学部卒業。78年有限会社橋市倉
庫専務取締役。91年岩手県議会議員当選
（3期12年）。01年岩手県議会議長。03年
から現職（現在4期目）。現在、全国市長会
副会長、岩手県市長会会長。

高 知 市 長

岡﨑　誠也
（おかざき　せいや）

1953年生まれ。高知県出身。75年青山学院
大学経済学部卒業。同年、高知市勤務。03
年4月産業振興部副部長兼産業政策課長。
03年11月から現職（現在4期目）。現在、全
国市長会副会長・相談役・国民健康保険対
策特別委員長、高知県市長会会長、国民健
康保険中央会会長。

東 大 阪 市 長

野田　義和
（のだ　よしかず）

1957年生まれ。東大阪市出身。75年大阪

府立花園高等学校卒業。87年東大阪市議

会議員（5期）。07年10月から現職（現在3

期目）。現在、近畿市長会会長、大阪府後

期高齢者医療広域連合長。

横 須 賀 市 長

吉田　雄人
（よしだ　ゆうと）

1975年12月3日生、いて座のA型、干支は卯。1994年、神
奈川県立横須賀高等学校を卒業。1999年、早稲田大学
政経学部政治学科を卒業。同年、イギリス・ロンドン短
期留学（約3カ月）。2002年、アクセンチュア株式会社を
退社。2003年、横須賀市議会議員選挙において初当選。
2006年、早稲田大学大学院政治研究科（地方自治行政）
を卒業。2007年、横須賀市議会議員選挙において再選。
2009年、横須賀市長に初当選。第35代横須賀市長とな
る。2013年、再選。現在、第36代横須賀市長。無所属。
中核市市長会副会長

青 森 市 長

鹿内　博
（しかない　ひろし）

1948年生まれ。青森市出身。67年青森県立
青森高等学校卒業。68年青森県新生活協
議会勤務。82年青森市議会議員（3期9年）。
91年青森県議会議員（5期18年）。09年4月
から現職（現在2期目）。現在、青森県市長
会会長、全国雪対策連絡協議会会長。
中核市市長会副会長

松 山 市 長

野志　克仁
（のし　かつひと）

1967年生まれ。松山市出身。90年岡山大
学経済学部卒業。同年南海放送㈱にア
ナウンサーとして入社、アナウンス室マ
ネージャー（部長格）を経て、10年10月退
社。10年11月から現職（現在2期目）。現
在、全国市長会相談役。

枚 方 市 長

伏見　隆
（ふしみ　たかし）

1968年生まれ。枚方市出身。93年京都産

業大学経営学部卒業。同年極東貿易株式

会社入社。03年枚方市議会議員（2期）。11

年大阪府議会議員（1期）。15年9月から現

職（現在1期目）。

八 王 子 市 長

石森　孝志
（いしもり　たかゆき）

1957年生まれ。八王子市出身。80年明星

大学人文学部卒業。95年から八王子市議

会議員（3期）、05年から東京都議会議員

（2期）、12年1月から現職（現在2期目）。

旭 川 市 長

西川　将人
（にしかわ　まさひと）

1968年生まれ。旭川市出身。93年北海道
大学工学部卒業。同年日本航空株式会社
入社。99年退社。03年医療法人社団木々
の会理事就任。06年退任。06年11月から
現職（現在3期目）。現在、全国市長会相談
役。

高 松 市 長

大西　秀人
（おおにし　ひでと）

1959年生まれ。香川県出身。82年東京大学
法学部卒業。同年自治省入省。89年岐阜県
総務課長、95年自治省大臣官房総務課課長
補佐、同年北海道財政課長、06年総務省情
報通信政策局地域放送課長などを経て、07
年5月から現職（現在3期目）。現在、香川県
市長会会長、全国市長会社会文教委員会委
員長、日本都市センター理事長。

高 槻 市 長

濱田　剛史
（はまだ　たけし）

1964年生まれ。大阪府出身。87年大阪経
済法科大学法学部卒業。93年司法試験
合格。96年東京地方検察庁検事、大阪地
方検察庁検事などを経て、02年検事退
官。同年弁護士登録。11年5月から現職
（現在2期目）。

柏 市 長

秋山　浩保
（あきやま　ひろやす）

1968年生まれ。柏市出身。92年筑波大学第
三学群国際関係学類卒業。92年ベインアン
ドカンパニー入社。95年株式会社フォー
シーズ常務取締役就任。97年以降経営コン
サルタントとして、様々な会社の役員を歴
任。09年11月から現職（現在2期目）。現在、
柏レイソル後援会名誉会長。

中核市サミット中核市サミット2016inいわき
前 橋 市 長

山本　龍
（やまもと　りゅう）

1959年生まれ。草津町出身。85年早稲田

大学商学部卒業。95年から群馬県議会

議員（3期）、09年から群馬県議会議員（1

期）、12年2月から現職（現在2期目）。

中核市市長会監事

秋 田 市 長

穂積　志
（ほづみ　もとむ）

1957年生まれ。秋田市出身。82年成蹊大

学法学部卒業。87年秋田市議会議員当選

（1期）。95年秋田県議会議員当選（4期）。

09年4月から現職（現在2期目）。現在、全

国市長会相談役、秋田県市長会会長。

宮 崎 市 長

戸敷　正
（とじき　ただし）

1952年生まれ。宮崎市出身。74年宮崎県
立農業大学校指導学部卒業。同年旧佐
土原町役場に入庁。98年旧佐土原町長
（2期）を経て、10年2月から現職（現在2
期目）。現在、宮崎県市長会会長。
中核市市長会副会長

久 留 米 市 長

楢原　利則
（ならはら　としのり）

1948年生まれ。福岡県出身。71年西南学

院大学商学部卒業。同年久留米市勤務。

00年環境部長、03年総務部長、07年副

市長を経て、10年2月から現職（現在2期

目）。現在、福岡県市長会会長。

和 歌 山 市 長

尾花　正啓
（おばな　まさひろ）

1953年生まれ。和歌山県出身。80年東京
大学工学部卒業。同年和歌山県庁に入
庁。08年県土整備部道路局長、11年県土
整備部技監、12年県土整備部長を経て、
13年11月退職。14年8月から現職（現在
1期目）。

姫 路 市 長

石見　利勝
（いわみ　としかつ）

1941年生まれ。兵庫県出身。65年京都大学
理学部卒業。73年東京工業大学理工学研究
科博士課程を修了。77年東京工業大学助手
を経て、建設省建築研究所研究員。87年筑
波大学助教授。94年立命館大学教授。98年
同政策科学部長。03年4月から現職（現在4
期目）。

豊 橋 市 長

佐原　光一
（さはら　こういち）

1953年生まれ。豊橋市出身。76年東京大学工
学部航空学科卒業。同年運輸省（現国土交通
省）入省。86年外務省在ブラジル日本国大使
館一等書記官、02年国土交通省東北地方整備
局港湾空港部長、07年中部地方整備局副局長
などを経て、08年11月から現職（現在2期目）。
15年1月から東三河広域連合長。
中核市市長会顧問

富 山 市 長

森　雅志
（もり　まさし）

1952年生まれ。富山市出身。76年中央大

学法学部卒業。95年富山県議会議員、2期

を経て、02年1月から旧富山市長（1期）。

05年4月から現職（現在3期目）。現在、全

国市長会相談役、富山県市長会会長。

越 谷 市 長

高橋　努
（たかはし　つとむ）

1943年生まれ。越谷市出身。67年日本大

学法学部卒業。75年から越谷市議会議員

（6期）、98年から埼玉県議会議員（4期）。

09年11月から現職（現在2期目）。

宇 都 宮 市 長

佐藤　栄一
（さとう　えいいち）

1961年生まれ。宇都宮市出身。85年明治大
学法学部法律学科卒業。社団法人宇都宮青
年会議所理事長、社団法人日本青年会議所
副会頭などを経て、04年11月から現職（現
在3期目）。現在、内閣府子ども・子育て会議
委員、栃木県市長会会長。

大 分 市 長

佐藤　樹一郎
（さとう　きいちろう）

1957年生まれ。大分市出身。80年東京大学
経済学部卒業。同年通商産業省入省。95年
在サン･フランシスコ日本国総領事館領
事、06年中部経済産業局長、07年（独）経済
産業研究所副所長、09年中小企業庁次長、
10年日本貿易振興機構ニューヨーク事務
所長。12年JSR㈱を経て、15年4月から現職
（現在1期目）。現在、大分県市長会会長。

福 山 市 長

枝広　直幹
（えだひろ　なおき）

1955年生まれ。福山市出身。80年一橋大学経済学
部卒業後,同年大蔵省入省。83年外務省フィリピ
ン日本国大使館財務担当書記官,89年官房副長官
秘書官,98年石川県総務部長,03年主計局主計官
（国土交通省・環境省担当),09年中国財務局長,11
年内閣審議官（地域活性化統合事務局長代理),13
年近畿財務局長,14年株式会社ナベショー取締役
兼COOを経て,16年9月から現職（現在1期目）。

奈 良 市 長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

1976年生まれ。奈良県出身。98年立命館
大学経済学部卒業。同年国際石油開発
帝石株式会社入社。02年奈良NPOセン
ター職員。05年事務局長就任。09年7月
から現職（現在2期目）。
中核市市長会会長

大 津 市 長

越　直美
（こし　なおみ）

1975年生まれ。大津市出身。00年北海道大
学法学部卒業、司法試験合格。01年北海道
大学大学院法学研究科修士課程修了。02年
から弁護士として日米の法律事務所に勤
務。09年ハーバード大学ロースクール修
了。10年コロンビア大学ビジネススクー
ル客員研究員。12年1月から現職（現在2期
目）。中核市市長会監事

岐 阜 市 長

細江　茂光
（ほそえ　しげみつ）

1948年生まれ。岐阜市出身。71年京都大学
法学部卒業。同年三井物産株式会社に入
社。アメリカ（シアトル、ロサンゼルス）12
年間勤務、物資開発本部サービス事業開発
部長などを歴任。02年三井物産株式会社を
退社し、同年2月から現職（現在4期目）。現
在、全国市長会評議員・相談役、東海市長会
理事、岐阜県市長会常任理事。

川 越 市 長

川合　善明
（かわい　よしあき）

1950年生まれ。川越市出身。73年早稲
田大学政治経済学部卒業。77年東京教
育大学（現：筑波大学）文学部卒業。79年
弁護士登録。東京弁護士会副会長等を
経て、09年2月から現職（現在2期目）。現
在、埼玉県市長会理事。

い わ き 市 長

清水　敏男
（しみず　としお）

1963年生まれ。いわき市出身。87年日本
大学法学部卒業。92年からいわき市議
会議員（2期）。94年全国若手市議会議員
の会設立、初代会長。99年から福島県議
会議員（4期）。13年9月28日から現職（現
在1期目）。

那 覇 市 長

城間　幹子
（しろま　みきこ）

1951年生まれ。沖縄県出身。73年国立宮城
教育大学教育学部卒業。那覇市立中学校及
び香港日本人学校の校長を歴任し、09年那
覇市教育委員会学校教育部長、10年同委員
会教育長、14年那覇市副市長を経て、同年
11月より現職（現在1期目）。

佐 世 保 市 長

朝長　則男
（ともなが　のりお）

1949年生まれ。佐世保市出身。71年青山学
院大学経済学部卒業。同年、医療法人白十
字会勤務。87年佐世保市議会議員、94年長
崎県議会議員（04年に副議長）を経て、07年
4月から現職（現在3期目）。現在、全国基地
協議会会長、旧軍港市振興協議会副会長。

呉 市 長

小村　和年
（こむら　かずとし）

1947年生まれ。呉市出身。72年中央大学
商学部卒業。同年運輸省（現国土交通省）
入省。96年四国運輸局自動車部長、98年
近畿運輸局運航部長、01年中国運輸局
企画部長を経て、05年11月から現職（現
在3期目）。

西 宮 市 長

今村　岳司
（いまむら　たけし）

1972年生まれ。兵庫県出身。97年京都大

学法学部卒業。97年リクルート入社。99

年西宮市議会議員（4期）。14年5月から

現職（現在1期目）。

豊 田 市 長

太田　稔彦
（おおた　としひこ）

1954年生まれ。豊田市出身。77年早稲田
大学商学部卒業。同年豊田市採用。経営
政策本部長、総合企画部長を経て、12年
2月から現職（現在2期目）。15年6月から
全国市長会副会長、東海市長会理事に
就任。中核市市長会副会長

長 野 市 長

加藤　久雄
（かとう　ひさお）

1942年生まれ。長野市出身。65年早稲田大
学第一政治経済学部卒業。同年内田産業㈱
入社。67年㈱本久入社。85年㈱本久代表取
締役社長。07年長野商工会議所会頭、長野
県商工会議所連合会会長。09年㈱本久ホー
ルディングス代表取締役会長兼社長。13年
11月から現職（現在1期目）。

高 崎 市 長

富岡　賢治
（とみおか　けんじ）

1946年生まれ。高崎市出身。69年東京大学
法学部卒業。同年文部省入省。81年外務省
在フランス日本国大使館一等書記官、96年
文部省総務審議官、98年同省生涯学習局
長、00年国立教育研究所所長。01年財団法
人日本国際教育協会理事長。03年群馬県立
女子大学学長を経て、11年5月から現職（現
在2期目）

郡 山 市 長

品川　萬里
（しながわ　まさと）

1944年生まれ。白河市出身。67年東京大学法学
部卒業。同年郵政省入省。93年東北郵政局長、96
年貯金局長、97年放送行政局長、99年郵政審議
官（国際担当）。00年大阪大学客員教授、03年㈱
NTTデータ代表取締役副社長、05年法政大学
IT研究センター学術担当教授、09年法政大学教
授、13年NPO法人日本幼児教育振興會理事。13
年4月から現職（現在1期目）。

鹿 児 島 市 長

森　博幸
（もり　ひろゆき）

1949年生まれ。鹿児島市出身。74年横浜
市立大学商学部卒業。同年鹿児島市に
勤務。01年総務部長、04年総務局長を経
て、同年12月から現職（現在3期目）。現
在、全国市長会相談役、九州市長会会長、
鹿児島県市長会会長。

長 崎 市 長

田上　富久
（たうえ　とみひさ）

1956年生まれ。五島市出身。80年九州大学
法学部卒業。同年、長崎市勤務。02年観光振
興課主幹、04年統計課長。07年4月から現
職（現在3期目）。現在、日本非核宣言自治体
協議会会長、平和首長会議副会長、全国市
長会相談役、長崎県市長会会長。

倉 敷 市 長

伊東　香織
（いとう　かおり）

1966年生まれ。東京大学法学部卒業後、郵
政省入省。93年米国ハーバード大学ロー
スクール修士課程修了。栃木県日光郵便局
長、総理府国際平和協力本部事務局参事官
補佐、総務省インターネット戦略企画室
長補佐を経て、03年倉敷市総務局長、04年
倉敷市収入役。08年5月から現職（現在3期
目）。中核市市長会副会長

尼 崎 市 長

稲村　和美
（いなむら　かずみ）

1972年生まれ。奈良県出身。98年神戸
大学大学院法学研究科修士課程修了。
98年神栄石野証券（現SMBCフレンド証
券）入社。03年兵庫県議会議員（2期）。10
年12月から現職（現在2期目）。現在、兵
庫県市長会副会長。

岡 崎 市 長

内田　康宏
（うちだ　やすひろ）

1952年生まれ。岡崎市出身。75年日本大
学法学部政治経済学科卒業。米国イン
ディアナ州立大学で政治学を専攻。87
年より愛知県議会議員（7期）、06年同議
会議長を経て、12年10月から現職（現在
2期目）。

金 沢 市 長

山野　之義
（やまの　ゆきよし）

1962年生まれ。金沢市出身。87年慶応義
塾大学文学部卒業。90年ソフトバンク
株式会社入社。94年ソフトバンク株式
会社退社。95年より金沢市議会議員（4
期）。10年12月から現職（現在2期目）。現
在、石川県市長会会長。



プログラム

時　　間 内　　　　　容

13:00 ～ 13:30

◆開会式 ラピータ

①主催者歓迎挨拶　中核市市長会会長(奈良市長)

②開催市歓迎挨拶　いわき市長

③来賓祝辞　◇総務省自治行政局市町村課長

　　　　　　 ◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会世話役会長

　　　　　　 ◇福島県知事

④講師・来賓紹介
　〔講　師〕　東京大学名誉教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神　野　直　彦　様

　〔来　賓〕　◇総務省自治行政局市町村課長　　　　　　　　　　　　　　　小　川　康　則　様

　　　　　　◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会　          衛　藤　征士郎　様

　　　　　　◇福島県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　堀　雅　雄　様

　　　　　　◇全国施行時特例市市長会会長　　　　　　　　　　　　　　　服　部　信　明　様

　　　　　　◇中核市議会議長会副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　山　内　弘　一　様

　　　　　　◇指定都市市長会事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　猛　史  様

　　　　　　◇いわき市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　波　　　健　様

⑤コーディネーター紹介
　減災と男女共同参画　研修推進センター　共同代表　　　　　　　　　　　浅　野　幸　子　様

　一般財団法人女性労働協会　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　ＤＭＯ推進機構　代表理事　事業構想大学院大学　客員教授　　　　　　　大　社　　　充　様

⑥新規加入市挨拶　　◇呉市長　　◇佐世保市長

13:35 ～ 14:15
◆基調講演 ラピータ

　演題　『中核市に期待する』　講師　東京大学名誉教授              　神　野　直　彦　様

14:30 ～ 16:40

◆分科会 ラピータ 桃山① 桃山②

　▼第１分科会 桃山①

　　『地域住民を主体とした防災活動について』　コーディネーター　　浅　野　幸　子　様

　▼第２分科会 桃山②

　　『女性活躍の推進について』　コーディネーター　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　▼第３分科会 ラピータ

　　『地域振興に貢献する観光産業について』　コーディネーター　　　 大　社　　　充　様

16:50 ～ 17:45

◆全体会議・閉会式 ラピータ

①各コーディネーターによる各分科会の報告等

②サミット宣言(宣言文起草、提示、採択、宣言)

③次回開催市挨拶　次回開催市市長(鹿児島市副市長)

④閉会挨拶　中核市市長会副会長(倉敷市長)
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創りたい　ゆたかな明日、伝えたい　誇れるいわき。

いわき市
I w a k i Ｃ ｉｔｙ

主催　中核市市長会・いわき市
後援　総務省・福島県・全国市長会・全国市議会議長会・中核市議会議長会

お問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
中核市市長会いわき市サミット開催事務局（いわき市総合政策部政策企画課内）
〒970-8686　福島県いわき市平字梅本21番地
TEL:0246-22-7410　FAX:0246-24-4300　メール　summit_iwaki@city.iwaki.fukushima.jp

ごあいさつ

　東日本大震災より5年半、甚大な

被害が生じながらも着実な復興を

歩まれ、市制施行50周年を迎えら

れる記念すべき年に、いわき市に

おいて、21回目の中核市サミットを

開催できますことを、心から光栄に

思います。

　日本全国で少子高齢化・人口

減少という重大な課題を抱える

中、地域の核たる中核市に期待さ

れる役割は極めて重要と認識して

います。

　この中核市サミットを通じて、人

口減少の克服と地域活性化の諸

施策について議論を深め、中核市

の活動と成果を全国に発信するこ

とで、未来を切り拓く中核市の力

を全国にアピールしたいと考えて

います。

　最後に、開催にあたり、いわき市

長、いわき市役所職員の皆様をは

じめ、関係各位の多大な御尽力に

感謝いたしますとともに、今後も地

方分権・地方創生の推進に取り組

んでまいりますので、御協力賜りま

すようお願い申し上げます。

奈良市長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

［中核市市長会会長］

　「中核市サミット2016inいわき」

が福島の地で開催されますことを

お喜び申し上げますとともに、全国

各地からお集まりの皆様を心より

歓迎いたします。

　また、東日本大震災以降、様々な

御支援をいただいておりますこと

に深く感謝を申し上げます。

　本年6月に閣議決定された「ニッ

ポン一億総活躍プラン」において、

少子高齢化・人口減少に立ち向い、

一億総活躍社会を実現するために

は、多様な生活課題について住民

参画の下に広く地域の中で受け止

める共助の取組を進めることが期

待されております。

　このような中、地域の牽引役を

担う中核市の市長が一堂に会さ

れ、人口減少の克服と地域活性化

の諸施策について議論を深められ

ることは、誠に意義深いことであり

ます。

　本日のサミットが、中核市の更な

る発展と一億総活躍社会の実現

につながる実り多いものとなりま

すよう御祈念申し上げます。

福島県知事

内堀　雅雄
（うちぼり　まさお）

［開催県知事］

　アロハ！

　「フラガールが生まれた街」

いわき市へようこそお越しください

ました。

　皆様から多大な御支援を賜り、

本市は東日本大震災からの復興を

着実に進めておりますが、市制

施行50周年の節目を迎える今年、

本市において「中核市サミット2016

inいわき」を開催できますことは誠

に光栄であり、心から感謝申し上げ

ます。

　少子高齢化・人口減少が急速に

進む中で地域の活力を維持してい

くためには、身近な暮らしの場に

おいて、市民をはじめ、企業、各種

団体など様々な主体の可能性を引

き出し、互いに連携しながら相乗

効果を生む社会の構築に、地方分

権の先導役である我々中核市が積

極的に取り組んでいく必要があり

ますので、本サミットでは、これらの

諸施策について議論を深め、全国

に発信することにより、地方創生の

推進に寄与して参りたいと存じて

おります。　

いわき市長

清水　敏男
（しみず　としお）

［開催市市長］

CHUKAKU-SHI SUMMIT
2016 IN IWAKI

中核市
　サミット
中核市
　サミット
2016inいわき

共に創る未来へ
～中核市から切り拓く“この国のかたち”～

［久之浜・大久地区］
波立海岸
［久之浜・大久地区］
波立海岸

［三和地区］
ぶな石
［三和地区］
ぶな石

［内郷地区］
国宝白水阿弥陀堂
［内郷地区］
国宝白水阿弥陀堂

［平地区］
いわき駅前再開発ビル「ラトブ」
［平地区］
いわき駅前再開発ビル「ラトブ」
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プログラム

時　　間 内　　　　　容

13:00 ～ 13:30

◆開会式 ラピータ

①主催者歓迎挨拶　中核市市長会会長(奈良市長)

②開催市歓迎挨拶　いわき市長

③来賓祝辞　◇総務省自治行政局市町村課長

　　　　　　 ◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会世話役会長

　　　　　　 ◇福島県知事

④講師・来賓紹介
　〔講　師〕　東京大学名誉教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神　野　直　彦　様

　〔来　賓〕　◇総務省自治行政局市町村課長　　　　　　　　　　　　　　　小　川　康　則　様

　　　　　　◇中核市とともに地方分権を推進する国会議員の会　          衛　藤　征士郎　様

　　　　　　◇福島県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　堀　雅　雄　様

　　　　　　◇全国施行時特例市市長会会長　　　　　　　　　　　　　　　服　部　信　明　様

　　　　　　◇中核市議会議長会副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　山　内　弘　一　様

　　　　　　◇指定都市市長会事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　猛　史  様

　　　　　　◇いわき市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　波　　　健　様

⑤コーディネーター紹介
　減災と男女共同参画　研修推進センター　共同代表　　　　　　　　　　　浅　野　幸　子　様

　一般財団法人女性労働協会　会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　ＤＭＯ推進機構　代表理事　事業構想大学院大学　客員教授　　　　　　　大　社　　　充　様

⑥新規加入市挨拶　　◇呉市長　　◇佐世保市長

13:35 ～ 14:15
◆基調講演 ラピータ

　演題　『中核市に期待する』　講師　東京大学名誉教授              　神　野　直　彦　様

14:30 ～ 16:40

◆分科会 ラピータ 桃山① 桃山②

　▼第１分科会 桃山①

　　『地域住民を主体とした防災活動について』　コーディネーター　　浅　野　幸　子　様

　▼第２分科会 桃山②

　　『女性活躍の推進について』　コーディネーター　　　　　　　　　　鹿　嶋　　　敬　様

　▼第３分科会 ラピータ

　　『地域振興に貢献する観光産業について』　コーディネーター　　　 大　社　　　充　様

16:50 ～ 17:45

◆全体会議・閉会式 ラピータ

①各コーディネーターによる各分科会の報告等

②サミット宣言(宣言文起草、提示、採択、宣言)

③次回開催市挨拶　次回開催市市長(鹿児島市副市長)

④閉会挨拶　中核市市長会副会長(倉敷市長)
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創りたい　ゆたかな明日、伝えたい　誇れるいわき。

いわき市
I w a k i Ｃ ｉｔｙ

主催　中核市市長会・いわき市
後援　総務省・福島県・全国市長会・全国市議会議長会・中核市議会議長会

お問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
中核市市長会いわき市サミット開催事務局（いわき市総合政策部政策企画課内）
〒970-8686　福島県いわき市平字梅本21番地
TEL:0246-22-7410　FAX:0246-24-4300　メール　summit_iwaki@city.iwaki.fukushima.jp

ごあいさつ

　東日本大震災より5年半、甚大な

被害が生じながらも着実な復興を

歩まれ、市制施行50周年を迎えら

れる記念すべき年に、いわき市に

おいて、21回目の中核市サミットを

開催できますことを、心から光栄に

思います。

　日本全国で少子高齢化・人口

減少という重大な課題を抱える

中、地域の核たる中核市に期待さ

れる役割は極めて重要と認識して

います。

　この中核市サミットを通じて、人

口減少の克服と地域活性化の諸

施策について議論を深め、中核市

の活動と成果を全国に発信するこ

とで、未来を切り拓く中核市の力

を全国にアピールしたいと考えて

います。

　最後に、開催にあたり、いわき市

長、いわき市役所職員の皆様をは

じめ、関係各位の多大な御尽力に

感謝いたしますとともに、今後も地

方分権・地方創生の推進に取り組

んでまいりますので、御協力賜りま

すようお願い申し上げます。

奈良市長

仲川　げん
（なかがわ　げん）

［中核市市長会会長］

　「中核市サミット2016inいわき」

が福島の地で開催されますことを

お喜び申し上げますとともに、全国

各地からお集まりの皆様を心より

歓迎いたします。

　また、東日本大震災以降、様々な

御支援をいただいておりますこと

に深く感謝を申し上げます。

　本年6月に閣議決定された「ニッ

ポン一億総活躍プラン」において、

少子高齢化・人口減少に立ち向い、

一億総活躍社会を実現するために

は、多様な生活課題について住民

参画の下に広く地域の中で受け止

める共助の取組を進めることが期

待されております。

　このような中、地域の牽引役を

担う中核市の市長が一堂に会さ

れ、人口減少の克服と地域活性化

の諸施策について議論を深められ

ることは、誠に意義深いことであり

ます。

　本日のサミットが、中核市の更な

る発展と一億総活躍社会の実現

につながる実り多いものとなりま

すよう御祈念申し上げます。

福島県知事

内堀　雅雄
（うちぼり　まさお）

［開催県知事］

　アロハ！

　「フラガールが生まれた街」

いわき市へようこそお越しください

ました。

　皆様から多大な御支援を賜り、

本市は東日本大震災からの復興を

着実に進めておりますが、市制

施行50周年の節目を迎える今年、

本市において「中核市サミット2016

inいわき」を開催できますことは誠

に光栄であり、心から感謝申し上げ

ます。

　少子高齢化・人口減少が急速に

進む中で地域の活力を維持してい

くためには、身近な暮らしの場に

おいて、市民をはじめ、企業、各種

団体など様々な主体の可能性を引

き出し、互いに連携しながら相乗

効果を生む社会の構築に、地方分

権の先導役である我々中核市が積

極的に取り組んでいく必要があり

ますので、本サミットでは、これらの

諸施策について議論を深め、全国

に発信することにより、地方創生の

推進に寄与して参りたいと存じて

おります。　

いわき市長

清水　敏男
（しみず　としお）

［開催市市長］
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共に創る未来へ
～中核市から切り拓く“この国のかたち”～
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